
追

補

さ
わ
や
か
な
田
園
都
市
づ
く
り

(
二
十

一
世
紀
を

め
ざ
し

て
)



F

〆
O

,

幼

稚

園

'

桝矢
吹
幼
稚
園

昭
和
二
十
八
年
九
月

一
日
県
内
十
七
番

目
の
公
立
幼
稚
園
と
し
て
矢
吹
小
学
校
校

舎
の

一
部
を
利
用
し
て
開
園
。

昭
和
四
十
四
年
十

一
月
現
在
地
に
新
築

移
転
し
た
。

三
神
幼
稚
園

昭
和
四
十
年
四
月

一
日
矢
吹
幼
稚
園
三

神
教
室
と
し
て
、
三
神
小
学
校
の

一
部
を

利
用
し
て
開
園
。

昭
和
四
十
七
年
四
月

一
日
独
立
。

昭
和
五
十
二
年
十

一
月
十
八
日
新
築
移

転
。昭

和
五
十
九
年
四
月
三
十
日
増
築
工
事

完
成
。

軍
■

幽 酷 。一

計ー/^

一

絶

.

,

げ一

五1

膣1　

臨畷
軸 『整 ㌧

-
.渦 甲

糠

 

紹塒
.

「

騨騨
丁
、≒勝 ・

1`葦 が 晦寒 堺 子,

塾

響
'

躍
π

、

中
畑
幼
稚
園

昭
和
四
十
年
四
月

一
日
矢
吹
幼
稚
園
中

畑
教
室
と
し
て
中
畑
中
学
校
校
舎

の

一
部

を
利
用
し
て
開
園
。

昭
和
四
十
五
年
八
月

一
日
中
畑
診
療
所

を
改
造
移
転
。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
現
在
地
に
新
築

移
転
し
た
。

中
央
幼
稚
園

町
内

の
公
立
幼
稚
園
は
、矢
吹

・
中
畑
・

三
神
の
三
幼
稚
園
で
あ

っ
た
が
、
入
園
希

望
者
の
増
加
に
よ
り
、
昭
和
五
十
年
四
月

に
矢
吹
町
立
中
央
幼
稚
園
が
旧
役
場
分
庁

舎

(現

福
祉
会
館
)
を
改
築
し
て
三
学

級
で
開
設
。

昭
和
五
十
三
年
十

一
月
二
十
五
日
現
在

地
に
新
築
移
転
し
た
。

一262一



善
郷
小
学
校

矢
吹
小
学
校

小
学
校

・
中
学
校

昭和53年矢吹第二小学校の建設委員会

設置。2年 数 ヶ月をかけ,昭 和56年善郷

小学校 として発足。

昭和56年4月2日 開校式。

さらに昭和57年3月10日 には増築工事

が完成 した。

昭 和44年4月13日,火 災に よ り11教 室,

幼稚 園3教 室等 が焼失 。

昭和44年12月8日,旧 校舎 の修理 と

鉄 筋三階建 新校 舎が落 成。

昭 和57年3月10日 増 築工事 が完 成 した。

み コ

騨 騨 卍蹴L'

・騙鯉 翻 聰
.に7 ¢噸

中畑小学校

昭和59年12月25日 南校舎増築工事完成。

西白河郡初の多目的ホール設置、

縣 一卵曜緬

雛 纏籔灘1
三神小学校

昭和62年1月25日 新校舎落成。

2月2日 より新校舎での授業開始。

矢吹中学校 昭和40年 発足。昭和43年新校舎完成。

昭和59年11月,20周 年記念式典 を挙行。
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塑 　 　 ロコ 　 ヒ　　ロー

鯉鼻
口_

顯 實 購1墜

'

'

ヒ ロロ ゴ剛===
コ霧

}

_菰

矢
吹
高
等
学
校

鑛
昭和24年4月 県立白河農業高等学校矢吹分校が

矢吹中学校に間借 りして開設。

当時は農業科 ・家政科 と季節学級であった。

矢吹町を中心 とし周辺町村民の念願により横街

道八に移転独立 した。

振 毛

韓続 謹羅

雛 ・,饗
昭和39年 に家政科,昭 和41年 に農業科

が全 日制 となる。

昭和46年 に新校舎が落成,4月1日 現在地に移転。

県立白河高等学校矢吹分校 と変遷 を重ねて昭和

52年4月1日 独立し,近 代建築 と設備 を有する新

校舎が完成した。

高
等
学
校

・
県
農
業
経
営
大
学
校

・
保
育
園

福
島
県
農
業
経
営
大
学
校

昭
和
十
年
県
立
修
錬
農
場
と
し
て
発
足
。

戦
中
戦
後
と
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、
昭

和
五
十
四
年
四
月

一
日
農
業
経
営
大
学
校

と
な
る
。

ロ

鑑趨

属 ト

ζ/{T・

ぜ『'1

-i襲 ・騰 ・.竺 ユ

7

願 噸
ヒロ ニ

　　　へ 　ニね レ レ

_蓑 欝 鱒 ・一

几'し

ボ 隙 で

垂
欝

　
・

響
総
鑛 」

炉h

舗

伽.縣 圏亨「崖耐 岬 ・
、、_篇 箪1璽

抽_.、'ヅ 野 一》 完「

響幾講

一 ∠＼

に し保 育 園

昭和62年4月7日 開 園。

ひがし保育園

昭和54年4月1日 新設開園。
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集
会

・
福
祉
施
設

∠

巴

六
区
集
会
セ
ン
タ
ー

(右
上
∀

昭
和
六
十
二
年
二
月
二
十
七
日
完
成
。

北
側
に
は
東
郷
運
動
広
場
が
あ
る
。

大
林
集
会
所

(大
町

一
六
四
の

一
)
(上
)

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
日
完
成
。

大
久
保
集
会
所

(右
)

昭
和
五
十
七
年
十
月
三
十
日
完
成
。

小
池
会
館

(右
下
)

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日
完
成
。

三
城
目
集
落
セ
ン
タ
ー

(下
)

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
六
日
完
成
。

右
隣
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。

"

幽　繋
矢
吹
町
福
祉
会
館

町
立
中
央
幼
稚
園
が
昭
和
五
十
三
年
十

一
月

二
十
五
日
、

一
本
木
地
内
に
新
築
移
転
し
た
の

で
、
福
祉
会
館
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
管
理
は
矢
吹
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
、

事
務
局
を
お

い
て
あ
る
。

館
内
の
大
集
会
所
に
は
ス
テ
ー
ジ

・
マ
イ
ク

の
設
備
も
あ
る
。

中
央
公
民
館

の
補
足
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

も
含
め
、
町
民
全
体
の
福
祉
の
場
所
と
し
て
の

利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

7

'

ρ

澱

'

F
'

-ノ

;ゴ_毒r}

趣 悟'

・雌 献,㌘

4昌

「塒 ・1・ 礎凄.痛 ㍗ 随ご
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永 い間社 会の 発展 に

つ くされ たお年寄 りの

方々 の憩の施 設 として

昭和58年4月27日 落成 。

お風呂 は太陽熱 利用

の ソー ラー システム に

な ってい る。

セ ン ター利 用 申込 み に より,

謂

ヨ

層

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

謡

マ イ クロバ ス 「さわや か号」 が送迎 す る。

や 翼
1

＼
"
、

'蟻「撫
7

璽 鐘攣島ミ≧
}_醐 』

老人福 征 て!7一 レ_め⇔7一 卜爪 一'け笏

昭和58年9月30日 完成。

老人福祉センターオープン

昭和58年5月10日

鼎

＼
盆

細

鐸

、,

廻

礁

多
目
的
研
修
会
館

三
神
地
区
新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
中
で
設
置
さ
れ
た
多
目
的

施
設
。

施
設
設
備
は
各
種
会
合

・
研
修
は
も
ち
ろ
ん
、
卓
球

・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
機
能
的
な

配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

公
民
館
施
設
の
な
か
っ
た
三
神
地
域

の
各
種
活
動
に
大
き
な
役

割
を
も
っ
て
い
る
。

聯r魯

多
目
的
研
修
会
館
オ
ー
プ

ン

テ
ー
プ
カ
ツ
ト

』

嚇ぞ

昭和55年

4月15日

開館
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贈簿

回 嗣L

議鷺欄藍
"

∩

.、

樫

』

6

興
　

憲

鰍

老 人福祉 セ ンター にゲー トボー ル場完 成

昭和58年9月30日

各地区 に ゲー トボール場 が設置 され,チ ー

ム数 も70を 数 え,人 口 も1,200人 以 ヒとな り,

老 入の意 気盛 であ る。

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
切
妻
造
り
の
相
撲
場
が
完
成

昭
和
五
十
七
年
六
月
六
日

土
俵
開
き
記
念
相
撲
大
会
が
二
〇
〇
人

の
町
民
参
加
の
も
と
に
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
お
年
寄
り

K

∴ゴを紗
勤労者体育センター(町 民プール)完成

昭和53年6月24日 落成式が行なわれた。

蹴慧

雫 '警磯 鴇一

綱 『窄、
トマ

㍉ 磐 烈 「L一騒 壌

テニスコー ト完成

昭和60年10月31日

勤労者体育館隣に勤労者,婦 人等の福祉増

進及び雇用の安定確保を図ることを目的にし

たテニスコー トが完成。

勤労 者体育 館

昭和60年2月28日 完成

6,900m2の 敷地 に6,500㎡ の建 設面 積 を もつ

鉄 骨平屋建 。

家庭 バ レー ボー ル2面,バ スケ ッ トボー ル

1面,バ ドミン トン2面,卓 球 台4台 が とれ

る広 さ をもって いる。
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「"

'

p
"

表彰式(第6回 大会)

チ
ビ
ッ
子
球
児
あ
こ
が
れ
の
白
獅
子
旗
授
与

勤

p

r

論
r圏踊弾州

9 編 ・,

へ 鳶 蝋似 ・1"曜
,副

螺羅騒議
第1回 大会は昭和56年,秋 晴れの10月25日,

約105名 が参加 して行なわれた。この大会 は

町体育協会結成10周年記念事業として企画,
健康 と体力づ くりを目的 として町在住者,通

勤 ・通学者を対象に実施されたものです。

曜

過

覧
意',盛、

溌

卜
覧

・

箋

疇

さ
わ
や
か
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

璽

糠
黛

中畑スポーツ少年団,県 下一となる

昭和61年8月3日,郡 山市片平で開かれた

第9回 県下児童ソフ トボール県大会に県南代

表として出場 し,決 勝で須賀川市の大東スポ

少を6対1で 破 り初優勝。

県内のスポ少350チ ームの頂点にたち,栄

光の白獅子旗 を手にした。

臨彫 ・農.

蹉乳 号 冠 、醸.一

.〆肪,
し

彪1猷 ・ 》 一一'

魂'・ ・ぷlj∬ 認

ず 騰 「

家庭バレーボール大会

騨

脚1選

識
》

/7

講/整

㌔ ・

∵
飼

`

メ

〆 る
》遇 ド'

、.

三 』で
'㍉

レ、 ヌ 選

▲ ∴
コ

中畑肩の野球教室

詮

騨
一268一
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ロ
構
成

(五
歳
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昭
和
六
十
年
十
月
十
日
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る

人
ロ

一
八
、
二
四
九
人

男
子

九
、
〇
四

一
人

女
子

九
、
二
〇
八
人

昭
和
五
十
五
年
の
国
勢
調
査
の
人
口
は

一
七
、五
七
八
人
、

な

っ
た
。

δ

等

璽

.

、

し

成人病検診

魁

 

三

・八

%

の
伸

び
と

成
人
病
、
ガ
ン
検
診
が
無
料
化
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
に
よ
り
、
本
町
よ

り
ガ
ン
を
追
放
し
よ
う
と
ガ
ン
追
放
宣
言

の
町
の
決
議
を
し
た

(昭
和
四
十
八

年
三
月
)。

髄㌧
・、'一 ¶ 卜

、

劇

.

'

`藷■■巴幽劇■

婦人科検診血圧測定

こ とぶ き大学本 講座

ことぶ き大学 は昭 和48年4月 開校。350名 が

入校,生 花 ・園芸 ・舞踊 ・詩吟 な ど11分 科会

で活躍 。

現在 は400名 を越 えて い る。

鞠

蝦

乳

e

賜"罵 醜

!講 濯 。、

ノ

麗1β鯉

環

冗璽齢
・

撫 灘三 ・ ごイ睾

緊 、 誌/1

「生涯教育と音楽」 という演題で,講 師の指

導により楽しく歌う学級生

 

羽

ー

～

幽
驚

71

.

o`

 

緯
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事

新装 なった福島県立矢吹病院

昭和30年11月 開院。

昭和59年7月6日 改築工事完成。

2甲 門

一ザ 嘱 暴こ

雇用促進事業団矢吹宿舎完成

昭和54年8月10日 入居開始。

この住宅には2DK40戸,

3DK40戸 の計80戸 が入居できる。

病
院

・
郵
便
局

・
警
察
署

夢

ー

し

矢吹町商工会館

昭和10年6月,矢 吹町商業組合 として設立。

昭和56年4月 か ら現在地 に新築移転 した。

白河警察署矢吹警察官派出所(昭 和50年新築)

継
岨・,祠 描

1

f.脚 胃 ≧_.

置 ・

聾 守
■■■L■ ■■一 ■■■_.」 ■一

雪 矢吹蝦 馴 上)

rr__u.`

ノ
3憂慶

明治5年7月1日 矢吹郵便取扱所 として開業。

明治25年 矢吹郵便局 となり現在にいたる。

昭和60年3月24日 新局舎落成。(本町地内)

三神郵便局(開 局 昭和3年)(左 上)

昭和51年6月14日 新築(三 城 目15)

中畑郵便局(左)

昭和59年12月24日 新築(中 畑227)

『し
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公
園
の
建
設
と
整
備

麓奥諺

腫轡

.、,.4炉 帆㌦縛「・玉一L、

「ふ く し ま 緑 の 百 景 」

選 出記 念 碑

夜
間
照
明
施
設

大

池

公
園

町

の
中

心
よ
り
北

へ

一
・五
㎞

の
と

こ
ろ
に

あ
り
、
静

か
な
水

面

と

こ
れ

を
と

り
ま
く
赤
松

林

が

の
ど
か
な
自
然

景
観

を

み
せ
て

い
る
。

公

園

の
中

心

の
大

池

は
、
昔

あ
ゆ

り
沼
と
呼

ば

れ

て
お

り
、
あ
ゆ
り

川

の
源

と
な

っ
て

い
る
。

か

つ
て
は
、
み
わ

た

す

か
ぎ

り
の
松
林

に
覆

わ

れ
て

い
た
原
野

で
、
池

の

ほ
と
り
に

は
往

時

の
面
影

を
見
る

こ
と

が

で
き
る
。

公
園

の
入

口
に
は
、

こ

の
矢
吹

ヵ
原
開

拓

を
し
る
す

開

拓

の
碑

、
宮
内
省
御
猟

場

時
代

を
物
語

る
維
子

塚

が
残
さ

れ
て

い
る
。
公

園
内

に
は
野
外

催

し
も

の
の
で
き
る
自

由

の
広
場

、
照
明
付

の
球

技
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー
ト
、

キ

ャ
ン
プ
場
、

子

供

の
広

場
、
遊
技
施

設

な

ど
が
あ
り
、
遊

歩
道

も
整

備
さ

れ
、
町

民
が
自
然

に
親

し

み
な

が

ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
輪
を

ひ
ろ
げ
て

い
く
憩

い
の
場
と
な

っ
て

い
る
。

囎 右臼

無
愚 』

蕪

甲
弓孟

蕊 了D.窟

州,、,」'諏 一 卿 獅 脚一 一_.」岬禰畑・、閣 【欄脚剛 蘭 覇
口 瞥

ノ'
F滅 日 、愚

 

サ

」乎

灘 黒願 葺

罪
L躁

占←正脚占卦

 

(昭
和
六
十
年
六
月

一
日
完
成
)
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昭和49年3月,矢 吹町公園に指定。 ここに
は2等 三角点がある。(海抜312 .3m)一

三角点は,三 角測量などによってその位置

が決められた,地 表の点。将来の各種測量に

備えて永久的な基準点 として設置 しておくに

は石柱(標 石)が 用いられている。

町 児童 公園 第1号 として昭和51年1月25日

完 成。予 算730万 円,面 積2,100m2,プ ラ ンコ,

砂場,ジ ャ ン グル ジム,す べ り台,パ ー ゴラ,

ベ ンチ な どが設 置 され,子 供 達 が楽 し く遊べ

るよ うにな ってい る。

び

誌 』
`'覧}

…

ぎ

覇 ∫ 饗叢 鴨撃懸 憂
.♪'

・吾 躯 謹 ヒ三羨

,'"腰 こ'「「譲 畷
鼎 鷺

講 罐

筆
ρ

r'漣

・'・欝 「 ∴ 滋

ず

β

鞍 鑑灘醸…

贋`=

講塑 盤'

噸 〆 ・薫妾罫;

ロズぜ セリ

'頸
ザ警_F]

角
点
公
園

大
林
児
童
公
園

(中
町
地
内
)

▼b

足

一 ・
.箪

幽
一 ・-1、 裡 聰

㌔隠鱒 幸 肇る_ヒ

嚢露 攣1鰹,ぬ ぜぶ ガ 　　ご しをゑ のか ゆ ヘ へ

新町公園(昭 和53年12月28日 完成)
'

モヌ

、 蟻

.

=
、嚇

ドロ ゴ 　 トヨ

田臨 竃一、 べ'『 一 ㌃ メ ・ゴ

ー
一冒 ∫ ぞ弘

.剛 義
　

ヒ リロナ レまなコリさが れ

小池児童公園(昭 和54年11月14日 完成)

1

レ

i瀬 磯 鍵 織 轟 緯罐鰹 ・鞭 響、;ゴー一=臨管 二拳塞7

小松 児童公 園(昭 和52年2月1日 完 成)

酒
ひまわ り公園(昭 和53年2月1日 完成)
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仁

出
版

・
文
化

・
生

活

、一

矢
寄

丸

　

ー

ー

…

L

 矢吹
町
史
完
結

昭
和
四
十
八
年
か
ら
町
の
歴
史
を
集
大
成
し

て
後
世
に
残
そ
う
と
町
史
の
編
集
事
業
を
進
め
、

昭
和
四
十
九
年
に
は

「目
で
見
る
矢
吹
町
史
」

が
完
成
、
次

い
で

「矢
吹
町
史
」
全
四
巻
と
所

在
目
録
全
四
集
が
完
成
。
八
年
を
要
し
た
大
事

業
に

一
応
の
終
止
符
を
う

つ
こ
と
に
な
ヤ
た
。

出版祝賀式開催(昭 和55年11月)

町勢 要 らん

左…62年,中 …57年,右 …54年 発行一
さ繍

ち 斑 ・ギ・

熱∴.歯 翻

「広 報 やぶ き」 は昭和44年4月 に発行 され ,

昭和62年9月 号 で222号 とな った。

癒

　

圃
曜

町村合併30周 年 を記念 して,

昭和61年11月 発行 した
「矢吹町30年 の歩み」

 

素

徹

申
」

き

縮
刷
版

矢
吹
町

社
会
科
副
読
本

『わ
た
し
た
ち
の
町
や
ぶ
き
』

改
訂
再
版
さ
れ
る
。

(昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十

一
日
発
刊
)

小
学
校
三
、
四
年
生
の
社
会
科
学
習

の
副
読

本
と
し
て
昭
和
五
十
八
年
に
初
版
刊
行
さ
れ
た

が
、
発
展
し
続
け
る
町
の
よ
う
す
に
合
わ
せ
内

容
を
改
訂
再
版
し
た
。露

畿

版

ら

を

　

鰍麟

羅

初改訂版
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'

文学賞等受賞者作品(上)と 受賞者(下)

・
あ
ん
ざ
い
の
り
こ

(安
斉
典
子
)

昭
和
五
十
九
年

第
三
十
七
回
福
島
県
文
学
賞
詩
の
部
奨
励
賞
受
賞

受
賞
作
品

「風
花

の
村
」

・
大
島
ミ
ト
リ

昭
和
五
十
九
年

第
三
十
七
回
福
島
県
文
学
賞
詩
の
部
奨
励
賞
受
賞

受
賞
作
品

「ざ
く
ろ
」

・
阿
部
正
栄

昭
和
六
十

一
年

第
三
十
九
回
福
島
県
文
学
賞
詩
の
部
文
学
賞
受
賞

受
賞
作
品

「辺
境
」

・
江
田
恵
美
子

昭
和
六
十

一
年

第
三
十
九
回
福
島
県
文
学
賞
詩
の
部
奨
励
賞
受
賞

受
賞
作
品

「紫
蘇

の
花
」

櫨 腰9潟2乙17町 自9刊 や.匡`き

懸鞭 細濁隔蕪

卜9鏑50土亀日

」
暖i繕

蕪

ク 刊 や ぶ 塵

5z
碁

鷹臓漸ず
巽 艦 町 φ 町

夕羅や都8賃鰍
鵬A18撫 ∬鱒窒
巴L`42レ3501

簿,職 。 畑 夕 刊 や;.き

纒 麺聾1秘

 

夕
刊
や
ぶ
き
の
発
刊

昭
和
五
十
二
年
発
刊
。

地
域
の
文
化

・
政
治

・
経
済
な
ど
身

近
な
ニ
ュ
ー
ス
を
提
供
、
町
民
に
親
し

ま
れ
、
第
三
八
〇
〇
号
を
数
え
る
。

矢吹町文化祭(あ ゆ り祭)

ヨ
　

.墾

.粥
箆

ヤ擢麟 融
}帰 〆'

勧,♂ 殆 》 鳩暫メ ・

一.慶啓`]』

「_

民謡 の発表

糊

鱗

・

冒

髄

醜

・考

筋

彗

湘・矯
耀

轟

・君
桜

{

ヂ1～采 σ)つ ど い

く
望
・煮
君
丈
の
季

宕

'{

劣

輩
.、定

.な
'

.

'

」

ら

φ
・
L
㌧

ノ

栖

,
ぬ

・
寸

ア
認
.,

G

寂
・で
-壌

煽
礪
髄
観
噛

義
函
・必
L
達
話
確
ま

騨

灘

艶

坊
薩

編

《
咤
霧

.箸

こ
賊
裾
り

.礁
比㍗

r
I
.星
巨
画ゴ監
評一

壼
・
・冶
馨

聖

　

発

口

第2回 音楽祭

腰騨叩

 

口

て

盆栽展
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o 愈
一 　亭『皿 層}}}

e

▼P尊

ず

仲西藤次町長逝 く

昭和57年8月30日,午 後2時30分 町長室で

執務中に倒れ逝去。氏は昭和46年 町長就任以

来11年4ヵ 月,昭 和47年 には矢吹町振興計画

を策定。「さわやかな田園都市やぶ き」の実現

をめざ し,調 和のとれた地域の開発と発展の

ための町政執行に努力された。

ジ
軍

頃
薪i・

・
舗
饗
璽
誰棲

.

,

.

墜

o

,

匹

8月14日 の予定 で あったが雨 で順延 となっ た。

罵
葱
戴知 懸醐薩漕し

ザ 監

初
の
矢
吹
音
頭
踊
り
流
し

(昭
和
五
十
三
年
八
月
十
九
日
)

の ド い　

あ か ま ン1囎

軌

4習

移
動
図
書
館

「あ
か
ま
つ
号
」
運
行一

報',,1,慧 墨/

ll臼 縣`墾 一.メ1翠 騒
。

'・A '乳rl

矢吹ガ原開発弥栄入植50周年記念式典開催

矢吹ガ原の開拓は明治には じまるが,昭 和 剛臨

11年(1936)か ら入植者を募集。特 に戦後は戦

争の影響 を受けた方々などの入植によって,

現在の田園の町やぶ きの基礎 が築かれた。

一一 ・・t姦

覇鐡 藤 覆碧響 撫 幅
ll

置
、

＼＼

＼

.亘'i

昭和58年5月17日 「目の不 自由 な人の ため

に」 と音の 出 る信号 機 が役 場 入口の交差 点 に

設 置 され た。

これ は ラ ジオ福 島が県民 によびか けた 「通

りゃ んせ基金 」 によ り贈呈 された もので県 内

9基 の 中の1基 。
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交通パ トロール車購入

昭和59年7月,交 通パ トロール車が購入さ

れ,町 民の交通事故防止のために活躍 してい

る。

轟無　一　蔦

験

　ヨ　 ノ
,/

幽

畷/

旭 刀土麦沮 ・天吹 ～天 木株 の刀 イ偶k腿 の

上 地 内)が 完 成 し,昭 和60年4月19日 に開通

式が行 なわ れ た。総 額3億1,860万 円 。

この 橋の完 成 に より矢 吹 ・大 信間 は集落 を

通 らない で往 来 で き,交 通事故 防止 に役立 つ

もの と期待 され る。

../

雛麗
箇茜驚,璽

髪 難 薫 藷二譲茄

霧繊

地方主要道 ・郡山～矢吹線の柿之内橋(南

町地内)が 完成,昭 和62年1月23日 開通式が

行 なわれた。

この橋は隈戸川にかかっていた飽度橋が老

朽化のため県が総額2億2,968万 円を投 じて完

成。道路も改良され歩道 も設置 された。

東北新 幹線 開業(昭 和57年6月23日)

開業 当時 は大宮 まで であ ったが 、60年3月

14日 か ら待望 の上 野乗 り入れ に な り,ス ピー

ドもア ップ され た。

東北 本線 矢吹駅 は明治20年7月16日 開業,

100年 の歴 史有 し,JR東 日本旅 客鉄道 株式 会

社(昭 和62年4月)と して1日2,000人 以上 の

乗降客 が ある。

一 購 抽層潮```

副〕 嘉

`ざ^

rρ

騨

.誕 ・ 巳財 誘聖噂

鑑 』

軍
糎

覇

「

w

纂

謹

万
才
橋
開
通

柿
之
内
橋
開
通
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賎`・ 聖 曜 潟蝉 が1る
7一 層,

　 一 ρ●
ワ 印

嵐

ム
響
響

'穿

,

タ

塾

.
、

/

書

趣

』

馳

亀

.、

哩

.
、
想

星
嵐

渇

'毒

一

亀

藍
野孔

p

毒
専

、

壕

号
躍
鷺

f

、

幼年 消防 クラブ結 成(昭 和59年9月1日)

ひが し保育 園 では4,5才 児35人 による幼

年消 防 クラブの結 団式 が行 なわれ た。

火遊 びを しない よい子 に なる よ うに と,園

児一 人一 人に真新 しいハ ッピが手渡 され た。

東京やぶ き会設立

当町出身者で,東 京及びその近県在住の方

方80名 が参加,昭 和57年10月23日 午後1時 か

ら設立総会が開かれ,会 長には石原雅夫氏が

選出された。

、

第7回 県消防ポンプ操法競技

白河地方大会で第1回 分団第7部(柿 之内)

が小型ポンプの部で準優勝。

(昭和60年8月25日)

第8回 大会では第2分 団第6部(鍋 内〉も

準優勝 した。(昭和61年8月10日)

評㌧ド'

禰
圃

畦

着

麹

鐙 嬬.

〆

轟

聴じ◎噂1.陶

幽 ㌧ 勧 、

4

曜

織

三鷹市管弦楽団演奏会(昭 和60年8月31日)

町村合併30周 年を記念 して姉妹都市である

三鷹市から管弦楽団 を招 き,残 暑厳しい8月

31日,矢 吹中学校体育館で,関 係者多数の出

席のもと,交 流合同演奏会が開かれた。この

演奏会には,世 界的に名高いバイオ リンの島

根恵さんとトランペ ットの中島大臣さんが特

別出演,み ごとな曲を独奏された。
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褐

I
I
I
」
■樋
-

欄

慶
貴 ＼、 ㍉＼ 町

村
合
併
三
〇
周
年
記
念
式
典

町村合併30周 年記念式典は昭和60年11月3

日善郷小学校体育館において挙行された。

功労者の表彰,作 文論文優秀作品表彰,三

鷹市議会議長の音頭で町の躍進を祝 って,万

歳三唱が行 なわれ式を閉 じ,ア トラクション

として三城 目の三匹獅子舞平鍬踊が披露 され

た。

町村合併30周年記念交通安全鼓笛隊パレー

ドが昭和60年9月21日 管内小学生300名 が参

加 し実施された。

町 を きれ いに を合 言葉 に昭和60年4月14日,

全 町一斉 に ク リー ン作戦 を展開 。町長 ・助役 ・

教 育長 も各地 区 を視 察 。

全
町
ク
リ
ー

ン
作
戦

科

劣

欝 昭和6・年 ・月・・日,町 長 を・じめ礪 儲
民 町民491名 が参加 し,朝6時3分 矢吹駅 を出
号 発。台風6号 の影響で雨が心配され大変だっ

たが,会 場内では6時 間の見学時間を自由に

現代科学の進歩を目で確かめた。

列車の中ではカラオケ大会,盆 踊 りなどを

楽 しみながら親睦をはかった。

昭和31年 に第1回 を実施,以 来恒 例 とな り,

昭和60年5月15日 の開催 で第30回 をむか えた。

第
三
十
回
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
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町
文
化
財

玉川村

天栄村

1笥 峯

、一ξ諺

鞭
石
川
町職.

句
一

、

3

、

ノ

げ

⑤
＼

嬰 四

'

'

!

ノ

'

～

'

!

、

》(

ワ

」 へ
、

へ

惣
解

コ

ー

壁
溜

泉
崎
村

/

国
嬉
号

か・靴

∴

ピ早 卜・二'5

誕ミ!` .勉

蕊 ＼吏 、

奪灘 鑑
民俗芸能祭 と天道念仏踊り

①
中
畑
陣
屋
の
二
本
権

(県
指
定
)

②
澄
江
寺
の
大
杉

③
古
山
王
の
種
蒔
桜

④
谷
中

の
大
榎

⑤
五
本
松
の
松
並
木

(町
指
定
×
自
然
環
境
保
全
地
区
)

⑥
諏
訪
山

(保
健
保
安
林
及
防
風
保
安
林
)

⑦
恩
賜
林

(自
然
環
境
保
全
地
区
)

⑧
三
角
点
公
園

(町
公
園
)

⑨
大
池
公
園

(町
公
園
)

⑩
滝
八
幡

三
十
三
観
音
磨
崖
仏
群

(町
指
定
)

⑪
常
夜
燈

⑫
景
政
寺

⑬
長
徳
寺

・
本
尊
薬
師
如
来
木
仏
座
像

⑭
鬼
穴
古
墳
群

(県
指
定
)

⑮
谷
中
古
墳
群

(町
指
定
)

⑯
下
荒
具
古
墳
群

(町
指
定
)

⑰
大
和
久
の
天
道
念
仏
踊
り

(町
指
定
)

⑱
原
宿
の
熊
野
講

(餅
つ
き
歌
×
町
指
定

)

⑲

三
城
目
の
獅
子
舞

い
平
鍬
踊
り

(町
指
定
)

⑳
タ
カ
ナ
シ
舘
跡

⑳
陣
が
岡
舘
跡

㊧
観
音
山
舘
跡

⑳
国
神
舘
跡

(町
指
定
)

⑳
袖
ヶ
舘
跡
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民
俗
芸
能
祭

昭
和
五
十
年
に
矢
吹
町
が
県
か
ら

「文
芸

の
ふ
る
さ
と
」
指
定
を
受
け
た
の
を
き

っ
か
け

に
、
文
芸
と
共
に
民
俗
芸
能
の
掘
り
お
こ
し
が
始
ま
り
昭
和
五
十
四
年
に
は
二
十
数
年
ぶ
り

に
大
和
久
の
天
道
念
仏
が
復
活
、
続
い
て
根
宿

の
会
津
万
歳
、
ご
ん
た
ん
踊
り
と
つ
ぎ

つ
ぎ

に
掘
り
お
こ
し
が
進
み
、
そ
の
数
が
三
十
余
に
も
及
ん
だ
。
町
教
育
委
員
会
の

「民
俗
芸
能

掘
り
お
こ
し
伝
承
」
の
成
果
発
表
と
し
て
、
昭
和
五
十
四
年
十

一
月
第

「
回

「民
俗
芸
能
祭
」

が
開
催
、
以
来
毎
年
実
施
さ
れ
町
民
の
関
心
を
深
め
て
い
る
。

原宿の熊野講

(昭和56年5月 町指定 無形民俗文化財)

r騨一 響'一ド"

'り ㌔

剣

明新の獅子舞
(70年振りに復活58年 公開された)

轟

繭 「 一
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鞠一
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レ
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り
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誕
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・
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、

肥,

鵡
憶 、

騒

耽

4

東
の
内
遺
跡
発
掘
作
業

璽 調
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寒
噛

'

発

比曽の三匹獅子舞
「相馬郡飯舘村、

糟 賜

望

爆

躍 」醸 姦:纒

民俗芸能祭
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讃轟冨
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幽詣
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魑

 

黛
動騨
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ノ器鷹

南
町
遺
跡
出
土
品

南
町
遺
跡
発
掘
作
業
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芯賜佛 県自然環境保全地域

昭和49年2月7日 指定

今上天皇御即位記念に御下賜になった恩賜

金により植栽 したものである。
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諏 訪 山保 健保 安林

町役場 庁舎 の東 北約1kmに あ る約3.8haの

面積 を もっ 県有地 。

コナ ラ,イ ヌ シデ,ハ リギ リ,コ ブ シ,ア

サ ダな ど直径90em,樹 令200年 の大 木が数 多

くあ る。

古 山王 の種 蒔桜

淡紅 色の花 を咲 かせ るエ ドヒガ ン。樹 令約

230年 の老巨 木。苗代 に種 を蒔 く頃 に花 が1咲 き,

生 きた暦の役 を して きた、

㌧ 、

撫 麹
ノ覧.》 ボ

脚"華 ・塗
一 醐《柚 一 一轟 誕

'・ ◆ 暢 ▽署 望

・㌦ 鴇.副 ・ ㍗

昔神社 の神 木 と して植栽 。2本 が太 くな り

連 結,樹 令110年,幹 囲4.5m程 あ る。

、

・ ・!毎'寧 好,「 ン髄 卿 ・

魚 、

薬認1鷲 鑓
中丸,波 猟 也に飛釆する白鳥

傾向にある
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中畑澄 江寺の大杉

澄江 寺境内 にあ って推定 樹令400年.目 通 り

幹 囲6m,樹 高30m余,大 空 に従容 と して そ

び える姿 は歴 処の重 み を感 じさせ る.



一
区
の
山
車

二
区
の
屋
台

三
城
目
の
獅
子
舞
、
平
鍬
踊
り

凶

/

秘輔蝸麿

ノ
1叫 ♂

 

ヴ

根
宿
の
天
王
祭
太
鼓

(青
年
会
に
よ
り
伝
承
)

町指定無形文化財昭利150年4月15日

大
和
久
天
道
念
仏
踊
り

藝曝

。・蟹

'君..戸 馬

…
盤翫

亀 轡 愚 施 ・ 藤 て 幽
昭和56年5月1日 町指定無形文化財

 

善
郷
小
児
童
に
よ
る
ぶ
ち
合
せ
太
鼓
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餐

矢
吹

の
秋
祭
り
は
九
月
二
十
八
日
～
三
十
日

(現
在
十
月

「
日
～
三
日
)
ま

で
町
の
本
通
り
を
中
心

に
、

一
区
の
屋
台
、
二
区

の
山
車
が
お
嘘
子
に
合
せ

て
ね
り
あ
る
い
て
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

二
区
は
昭
和
三
十
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
し
ま

っ
た
が
、
二
区
町
民
の
復
活

に
つ
い
て
の
要
望
と
努
力
に
よ
り
、
昭
和
六
十
年
に
復
元
さ
れ
た
。

一
区
の
山

車
は
多
く
の
障
害
を
乗
り
越
え
て

一
区
自
治
会
が
引
き
継
ぎ
現
在
に

い
た

っ
て

い
る
。

曲
目
は

「
お
雛
子
」
「矢
車
」「七
変
返
し
」
が
あ
る
。
二
区
の
屋
台
は
、間
口
・

奥
行

・
高
さ
等

の
規
模
も
大
き
く
豪
華
な
も
の
で
、

一
二
五
年
の
歴
史
を
も

っ

て
い
る
。

に/二 こ、91r

L'ン



罫馳 b

唱.
・ゆ縣

態一怠
諦

澱警
'無

欝隷罐
酬紳

撫嚇
、

被害総額3億5千 万円(史 上最高)

昭和61年8月4日 か ら5日早朝にかけて253

㍉㍍の集中豪雨があり,阿 武隈lll及び隈戸川

沿岸が増水して氾濫 し,大 きな被害をもたら

した。

町では庁内に災害対策本部 を設置,被 害状

況の調査 と災害復 旧に全力 を傾注した。

また,姉 妹都市三鷹市からは市長,議 会副

議長が災害見舞に来町 された。

畑
が
水
没
し
床
上
浸
水
し
た
東
川
原
地
区

阿
武
隈
川
の
氾
濫

中
野
目
地
区

床
上
浸
水
し
た
三
城
目
地
区

台
風
10
号
に
よ
る
集
中
豪
雨

(昭
和
六
十

一
年
八
月
)

台風10号 による

集 中豪雨被災状況

各種施設関係

区 分

建設施設

農業施設

福祉施設

計

件 数

32

106

1

139

被 害 額

38,595千 円

221,300

3,450

263,345

農産 物 関係

農産物名

水 稲

工芸作物

豆 類

野 菜

飼料作物

桑

計

被害面積

194.Oha

1.1

9,2

68.2

0.8

3.5

276,8

被 害 額

44,030千 円

1,907

1,583

37,641

488

1,053

86,702

世帯浸水関係

区 分1区

床上浸水1
床下浸水6

計7

2区

1

21

22

3区

8

8

5区

1

9

10

柿之内
4

3

7

田内

3

3

三城 目

11

4

15

三神弥栄

2

2

明新

2

2

中畑弥栄

1

2

3

計

21

58

79

備 考

被災人口75人

被災人口205人
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さ
わ

や

か
な
田
園

都
市

を

め
ざ

し

て

町
人
口
の
高
齢
化

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年

に
策
定
さ
れ
た
第
三
次
矢
吹
町
総
合
振
興
計
画

は

「
し
あ
わ
せ
な
暮
し
づ
く
り
」
「調
和
の
と
れ

た
産
業
」「健
全
な
人
づ
く
り
」
の
三
本
の
柱
を

基
本
に
し
て
、
"さ
わ
や
か
な
田
園
都
市
"
実
現

の
基
本
構
想
を
確
か
に
し
、
矢
吹
町
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
す
べ
て
の
町
民
が
思
う
生
活
環
境

を
創
造
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

麟1
繍1

,・ 通

り

公
共
下
水
道
工
事

敬
老
の
日

、壽

漁

.隅

70歳 以上 の お年 寄 りは1,400名 を越 し,

町 人 口の7。6%を 占め る。

、猛

 

近
代
化
さ
れ
た
農
業

火
の
守
り
は
万
全

(消
防
出
初
め
式
)

自
緊

ご
響
譜

飛

儀
.
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・
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、

L
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」
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ギ
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ド
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、
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峨
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ゼ、∵
応
画
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評

,濠
し
篇

刈

-

讐

叱

,μ
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r

、"

ま

℃

(

二
十

一
世
紀
を

に
な
う

子
供

た
ち

(
健
陽
宙
塞
マ
ラ

ソ

ン
)
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町内製造事業所名(昭 和61年工業統計による)

Nα

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ll

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

企 業 名

愛国工業㈱矢吹工場

曙ブレーキ いわ き製造㈱矢吹工場

朝日工機㈱

㈱天乃屋福島工場

安田精密工機

(合資)安藤製材所

池尻電機㈱矢吹工場

㈲ イサ ミ木工所

㈲井戸沼木工所

㈲ いわい公害処理 センター

薄井豆腐店

永光化成㈱東北工場

江幡飯金製作所

エンタニ電子工業

江戸川ゴム工業㈱矢吹工場

(合資〉大木代吉本店

㈱大沢 ゴル フテ ック

㈱太田製作所

大野印刷

大野精密工業

岡野鉄工所

遠藤縫製

神山製材所

加藤畳工業

共和 コンクリー ト工業㈱矢吹工場

㈲栗崎製作所

栗林縫製㈲

㈲郡司材木店

㈱ クレボー東洋

北工房

小林縫製

小室カバ ン

こば り製作所

小林電子

佐藤覇萌店

㈲サ トウ商会

サ ニ ー ソー イン グ

柴田コンクリー ト㈱

住 所

滝 八幡173

丸 の内360

大久保48

松倉742

南町170

吋1田丁267

・j・松231

曙町376

曙町2

弥栄49の2

中町164

中畑464

神出東14の1

北町157

大町33の2

本町9

中畑105

一・本 木92

一本木206

本町245

大町53

北町37の8

小松26

新町270の5

神田東31

善郷内87

中町178

小松14

弥栄85の1

八幡町447の1

中畑121

中畑南185の23

本町g4

舘沢244の3

小松43

花咲121

大町280

五本町203

Nα

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

企 業 名

㈱ 【[英製作所福島工場

昭和電機㈱矢吹事業所

佐藤フライス

(合資)真興機械製作所福島工場

㈱スズキ矢吹L場

スズキカバ ン

須藤精密L業 ㈲

㈲ ソーイング増子

㈱大洋製作所

立石木箱店

㈱高商白河工場

東亜道路工業㈱福島工場

東京セメン ト1業 ㈱福島[場

東都食品工業㈱福島工場

㈱東紅産業

東北美装

東北 ゴルフウツド

㈱ナガシマ化学矢吹工場

㈱ナゴヤゴル フウ ッド矢吹工場

根本電子㈱

根本縫製

野崎パ ン店

野木印刷所

㈲ 日興一1二業所福島L場

福島岩田塗装機㈱

福島協栄㈱

福島ケ ミコン㈱

福島エ レク トロニクス㈱

㈱福島精密工業

藤井製作所

藤田製作所

㈲ フジ ドレス

㈱フアツション東京

ピープル企爾

㈲ バンダ イ電機

㈲ マ ドール

丸信印刷朴

前場石材店

住 所

堰の ヒ351

中野 目西362

中畑南185の20

神 田東31

曙町26

八幡町182の1

41田r118

中町64

大久保106の5

八幡町151の2

上教面220

北町81

諏訪の前15

北町248

善郷内8の2

中畑南95の1

北町68の5

神 田西207

上宮崎21

新町36の2

東郷337の33

曙町350

中町287

中畑332

丸の内227の1

堰の上305の2

丸の内185の1

下宮崎361

花咲63

神田南230

善郷内295

大和内3の4

小松231の2

中町165

神田西134の4

中畑南185

本町218

大町166
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77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

㈱緑マー ク製作所

㈲溝井製作所

美杉繊維㈱矢吹工場

㈱ ミヤ ノ福島工場

ミラー テウー イング㈱

㈱宮島矢吹工場

㈱村山鉄工所福島工場

関本豆腐店

㈲森縫製

森製作所

(社福)矢吹厚生事業所矢吹授産場

矢吹木型製作所

㈲円谷製作所

牡丹平150

沢尻37

中畑南185の37

赤沢500

北町186の5

小松155

西長峰550

中町211

八幡町846

一本木374の1

善郷内14

一本 木168

明新西66

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

㈲円谷電子工業

矢吹研磨工業所

矢吹電子㈱

矢吹 タイムス印刷

矢吹チューナー工業㈱

矢吹精密宝石㈱

矢田部豆腐店

山形印刷㈱

大和製作所

夕刊やぶき新聞社

㈲渡辺縫製

渡辺製作所

㈲渡辺鉄工建設

明新中6

善郷内263

本町94

曙町305

大町182の4

新町271の5

本町212

中畑南81

大和内2の1

中町117の2

一本木160の1

八幡町185

中町413

陰
撲
踊

、 ・馬

護 ・'

町議全謙倶
1ギ

巧1

磐 舞 一 ＼..
…'1轄

鞭臨 ・孟 ∵ 一》

.,,繍 藤 一 ト

嗣 ド騰

矢吹町議会議員

(■ 聰■顧」 一

.峨 凄

㌧蕩

∠鼠 ノk

町役場窓 口(町民課)

_!『 一
胴一

,"鴨"響
賜 一 二..=一

しじ と

盛 .鍵,一.

色ざ 蜘_
〆`・'駒 一 酒

晶 嬰気F
-「 噛幽 ■臨

(昭和62年3月 現在)

議長 円 谷 正 秋 副議長 水 戸 十 一

井戸沼 辰 美

関 根 寅之助

菅 野 昌 和

水 戸 政 治

小 泉 重 一

円 谷 悦 夫

久保田 満

吉 田 憲 五

根 本 孝 雄

遠 藤 守

十文字 重 康

長 田 倉次郎

泉 川 光

小 泉 喜 兵

草 野 徳 次

円 谷 幸 八

棚 木 良 一

内 藤 重 治

塩 田 惣次郎

三 村 忠 蔵

一286一



町村合併後の歴代町長

蒙

倉

撒几

揖

弧

費 謄ク

、〆

な_

P潔

噸秒

㌦

▼
、

勤
男
り

武

10

坂
秘

白
β

市 島 政 秋

(昭和57.10.17昭和61.10.16)

仲 西 藤 次

(昭 和46.4,30昭和57.8.30)

大 木 代 吉

(躍魏:1:ll)

野 木 忠 房

(昭 和30.4,30昭和38.3.31)

町村合併後の歴代助役

麟

廻
凋

懸
襲

'》

臨

雛 凋
♂
喰曳

献

郎
D

二
7　

田
秘

藤
貿

近 藤 正 三

(昭和53.7.1昭和57.10.31)

岩 谷 好

(昭和47.7.1昭和52.6.30)

北島雄次郎

(翻 鎗:1:,15)

藤 井 英 由

(翻ll:1:lo)

町村合併後の歴代収入役

勲

、、

噸

診

講
鑛

臨

懸
講

「
臨
善

ゆ

餐
,

診
雄
勅

忠
L

間
乞

久
稀

佐
伊

関 根 正 吾

(昭 和53.7.1昭和57.930)

近 藤 正 三

(昭和51」0.1昭和53.6.30)

大 島 金 一

(昭和40.11.1昭和46.4.29)

佐 久 間 武

(昭 和30,3.31昭和40.4.23)
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町村合併後の歴代教育長

な

幽

.、

副

、

礎

畷 δ レ 潟 レ 《ざ♪
雄
勅

行
L　

谷
秘

円
伊

酒 井 正 敏

(誰穀ll:曽:'o)

小 林 重 孝

(昭和43.10,1昭和53.9.30)

円 谷 庄 助

(昭和30.3,31昭和43.7.30)

町村合併後の歴代町議会議長

糠μ 青『"

・
.誌

遜'〆
'畠蛮

一

ム.

τレ

零 ・
,4、

倉レ

磯,、

o

r曜

気
の ぴ 　

彗

愈

澗謄

、

㌣

勝
診　

ヨ

俊
じ
翫

間
7
,乳

りり
り
り

久

和
和

佐
儲

内 藤 武 雄

(昭和34,3.10昭和37.10.26)

熊 田 末 二

(昭和32.12.24昭和34,3.10)

栗 林 俊 雄

(昭 和31,4.20昭和32.12.24)

石 井 兵 庫

綴魏1:1:認)

譲

♪ 獅

-零

.q複

盒レ

総t

影
井戸 沼俊頴

(昭 和49.6.17昭和50.3.10)

安 藤 悌 蔵

(昭和47.4.11昭和49.6.17)

大 沼 力 雄

(昭 和44.3.12昭和47.3.30)

雄
ハ
冒
2
1

武

4
3

　
る

藻
秘
秘

内
儲

郎
釣
　

太
亀
翫

栄

軌
翫

リ
ロ

み
ヤ

永
和
和

富
綴

{

'即

}9

、

'
・、「り腎

念 診
秋
川
ー

正
屯　

谷
勅

円
伊

小 泉 喜 兵

(誰魏1:1:ll)

近 藤 毅 一

(昭 和53.3.20昭和55.3.30)

関 根 正 吾

(昭和51.4.8昭和53,3,20)

渡 辺 誠

(昭 和50.3.10昭和51,3.30)
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〔国
土
調
査
に
も
と
つ
く

字
名
変
更
〕

'

新
字
名

中

町

大

町

花

咲

本

町

北

町

善
郷
内

大

池

舘

沢

滝
八
幡

1日

字

名

西
側

、
東
側

、

小
山
、

松
、

飛
地

山
、

的
場
、

道
西

岡
谷
地
、
東
岡
谷
地
、
大
林
、
小

新
田
浦
、
大
字
中
畑
新
田
字
須
乗

宮
ノ
前
、
焼
山
、
山
ノ
神
、
鉄
砲
小
屋
、
新
田
浦
、
大
字

中
畑
新
田
字
番
人
浦
、
大
字
中
畑
新
田
字
午
芽
作
、
大
林

花
咲
山
、
関
の
L
、
巴
谷
、
関
山
、

地
山
、
大
字
中
畑
新
田
字
午
募
作
、

浦
山

山
の
神
、
榎
田
、
飛

大
字
中
畑
新
田
字
西

要
蔵
林
、
小
松
、
東
宅
地
、
古
宿
、
西
側
、

柳
堀
込
、
北
善
郷
内
、
西
古
宿
、
的
場

東
側
、
大
林

、

北
善
郷
内
、
飛
地
山
、
西
古
宿
、

宿
、
東
宅
地
、
西
側
、
東
側

西
宅
地
、
東
古
宿
、
古

北
善
郷
内
、
善
郷
内
原
、
的
場
、
島
池
下
、
小
池
下
堀
北
、

小
池
下
堀
南
、
飛
地
山
、
小
池
堀
、
小
松
、
要
蔵
林
、
東

宅
地
、
大
池
下
堀
北
、
大
池
下
堀
南

赤
坂
西
、
善
郷
内
、
大
池
南
、
大
池
下
堀
北
、
東
宅
地
.

要
蔵
林
、
大
池
下
堀
南
、
飛
地
山
、
東
古
宿
、
北
善
郷
内

大
字
中
畑
新
田
字
前
郷
地

滝
谷
作
、
沢
田
、
舘
ノ
山
、

古
宿
、
鉄
砲
小
屋
、
古
舘
、

場

狐
石
、
柳
堀
込
、
大
林
、
西

西
宅
地
、
舘
下
、
古
宿
、
陣

井
戸
清
水
、
八
幡
、

古
舘
、
古
宿

早
坂
、
陣
場
、
西
古
宿
、
西
宅
地
、

曙

町

小

松

一
本
木

東

郷

八
幡
町

新

町

田

町

赤

沢

大
和
内

北

浦

井
戸
尻

川

原

堰
の
上

岡
谷
地
、
小
山
、
小
池
堀
、
善
郷
内
原
、
東
岡
谷
地
、
大

字
中
畑
新
田
字

一
本
木
、
大
字
中
畑
新
田
字
須
乗
西
、
大

字
中
畑
新
田
字
須
乗
道
東

小
松

小
池
堀
、
善
郷
内
原
、
的
場
、
東
側
、
飛
地
山
、

渋
地
谷
地
、
大
字
須
乗
字
藤
兵
衛
、
善
郷
内
原
、
大
字
中

畑
新
田
字

一
本
木
、
大
字
中
畑
字
陣
場
、
大
字
須
乗
字

一

本
木
、
善
郷
内
原

大
字
須
乗
字
愛
宕
原
、
善
郷
内
原
、
大
池
下
堀
南
、
小
池

堀
、
飛
地
山
、
北
善
郷
内
、
小
池
下
堀
北
、
小
池
下
堀
南

大
字
中
畑
新
田
字

【
本
木
、
大
字
中
畑
新
田
字
前
郷
地
、

大
字
須
乗
字
神
の
田
、
大
字
須
乗
字
舘

の
後
、
大
字
須
乗

字
前
郷
地
、
小
池
堀

東
浦
、
須
乗
道
西
、
須
乗
道
東
、

一
本
木
、
大
字
中
畑
字

三
枚
発
田
、
大
字
中
畑
字
大
久
保
、
横
街
道
、
中
道
北
、

中
道
南
、
石
川
道
北
、
石
川
道
南
、
大
字
矢
吹
字
渋
地
谷

地
、
北
釜
、
陣
場

須
乗
道
西
、
西
浦
、
東
浦
、
番
人
浦
、
午
募
作
、
旗
門
場
、

西
浦
山
、
大
字
矢
吹
字
榎
田
、
大
字
矢
吹
字
新
田
浦
、
大

字
矢
吹
字
山
の
神
、
大
字
矢
吹
字
東
岡
谷
地

北
釜
東
、
横
街
道
、
北
釜
、
旗
門
場
、

釜
西
、
大
字
中
畑
字
稲
荷
釜

北
浦
、
東
浦
、
北

赤
沢
山
、
愛
宕
山
、
深
沢
山
、
深
沢
、
赤
坂
、
上
赤
沢
、

下
赤
沢
、
鳥
番
、
中
島
、
狼
久
保
、
宮
田
、
堰
ヶ
平

東
後
、
西
浦
、
西
後
、
大
室
田
、
痕
久
保
、
中
島
、
鳥
番

大
字
中
畑
新
田
字
北
釜
、
菱
池
、
大
字
中
畑
新
田
字
旗
門

場
、
大
字
中
畑
新
田
字
東
浦
、
大
字
中
畑
新
田
字
西
浦
、

大
字
中
畑
新
田
字
北
浦
、
大
字
中
畑
新
田
字
北
釜
西
、

行
人
田
、
川
の
上
、
大
字
矢
吹
字
原
田
、

大
室
田
、
大
字
矢
吹
字
榎
田

西

後
、
菱
池
、

大
字
矢
吹
字
舘
下
、
岩
崎
、
狐
石
、
滑
里
川
、
仁
池
、
横

山
、
堀
越
、
井
戸
尻
、
川
袋
、
下
水
深
、
下
の
内
、
前
田
、

川
荻
、
大
字
柿
之
内
字
太
田

上
川
原
、
中
川
原
、
下
川
原
、
上
川
田
、
下
の
内
、

王
、
三
岳
森
、
前
田
、
堰
の
上
、
井
戸
尻

古
山

野
出
沢
、
奉
行
塚
、
餅
田
、
井
戸
尻
、
上
水
深
、

下
水
深
、
堰
の
上
、
古
山
王
、
前
田
、
三
峯
森

笹
目
平

南

町

本
郷
町

境

町

子
ハ清
水

東
の
内

田

内

国

神

大

畑

文
京
町

大
久
保

鍋

内

寺

内

寺
内
西

中

畑

愛
宕

山
、
飽

度
、

赤
池

、
愛
宕
下
、

太
田

山
、
三

角
林
、

繁

の
原
、

四
角
林
、

紫
原

山
、
八
幡

山
、

百
万
、

平
山
、

南
山
、
太

田
、
開

耕
、

高
島
、
三

ツ
池
、

泥
池
、
籏

鉾
山
、

籏

鉾
大
の
原
、
上

の
原
、

金

堀
、

屋
敷
、
雷
神

山
、
油

久
保

、

三

ツ
池
、
泥
池

、
籏

鉾

山
、

一
ッ
長
、

東
畑

、
宮

の
前

、

池

の
入
、

岡

の
内
、

開
耕
、

籏

鉾

萱
平
、
桜
田
、
丹
波
川
原
、
角
田
、
鶴
見
、
深
沢
、
向
川

原
、
餅
田
、
大
字
高
林
字
阿
弥
陀
前
、
大
字
高
林
字
丹
波

川
原
、
池
の
入
、
岡

の
内

北
田
山
、
北
田
、
清
水
、
セ
リ
沢
、
大
字
小
川
字
芹
沢
、

入
の
沢
、
夏
梨
、
前
田
、
大
字
大
和
久
字
臼
田

大
字
大
和
久
字
臼
田
山
、
大
字
大
和
久
字
臼
田
、
臼
田
、

大
字
大
和
久
字
大
久
田
前
、
大
字
大
和
久
字
川
袋

大
字

大
和
久
字
上
水
深
、
大
字
大
和
久
字
笹
目
平
、
大
字
大
和

久
字
下
水
深
、
川
荻
、
坂
下
、
高
島
、
辻
堂
、
泥
池
、
東

の
内
、
長
命

狐
久
保
、

油
久
保
、

東
の
内
、

前

瀬
戸
、
宮
下
、
命
安
、
大
字
高
林
字
滑
し
返
り
、

入
の
沢
、
坂
下
、
長
命
、
辻
堂
、
夏
梨
、
前
田
、

大
字
大
和
久
字
臼
田
、
大
字
大
和
久
字
大
久
田

亥
の
子
、
蟹
沢
、
河
原
毛
内
、
木
の
町
、
熱
田
、
藤
内
π

森
郭
、
谷
地
中
、
越
中
山
、
外
山
、
大
隈
、
綿
、
林
崎
、

古
林
、
山
田
、
山
崎

落
合
、
山
ノ
神
、
大
字
中
畑
字
大
橋

愛
宕
下
、
三
枚
発
田
、

新
田
字

「
本
木

落
合
、
陣
場
、
花
山
、
大
字
中
畑

上
荒
具
、
滝
向
、
愛
宕
下
、

三
角
田
、
北
釜
、
大
久
保

稲
荷
釜
、
三
枚
発
田
、
松
房
、

恵
比
寿
田
、
中
の
町
、
愛
宕
下
、
三
枚
発
田
、
三
角
田
、

高
日
向
、
壇
山
、
陣
場
、
寺
内
、
鍋
内
、
花
山
、
柳
原

陣
場
、
山
ノ
神
、
落
合
、
大
字
大
畑
字
大
橋
、

壇
山
、
坂
西
、
寺
内
、
谷
地
向

助
治
久
保

新
林
、
杉
菜
窪
、
四
斗
蒔
、
坂
西
、
落
合
、
下
荒
具
、

日
向
、
壇
山
、
陣
場
、
寺
内
、
鍋
内
、
祭
田
、
柳
原

高

寒
平
、
原
宿
、
風
呂
向
、
本
村
、
柿
谷
地
、
下
荒
具
、
エ
ミ



中

畑

寺
内
南

寺
内
東

平

鉢

青
林
山

松

房

根

宿

中
畑
南

弥

栄

東
長
峰

西
長
峰

五
本
松

住

吉

大

畑

前
久
保

上
の
前

諏
訪
清
水

壇
、
地
極

山
、

根
宿
、

鉢
内
、

藤
打
山

、

錦

、
乗
越
、

古
林

、
山

田
、

山
崎

大
隈

、
狐
山

、

土
浮
谷
地
、
鶴
巻
、
昼
飯
喰
場
、
寺
内
、
祭
田
、
窪
の
前
、

狐
久
保
、
馬
場
山
、
松
葉
久
保
、
大
字
大
畑
字
古
屋
敷
、

坂
東
、
大
松
山
、
井
戸
窪
、
寺
内
、
昼
飯
喰
場
、
窪
の
前
、

駒
ヶ
峯
、
赤
右

エ
門

平
鉢
、
柿

ノ
木
下
、
上
の
町
、
滑

林
山
、
松
葉
久
保
、
守
子
塚
、
馬
場
山
、
金
壇
、
窪
の
前

白
地
久
保
、
治
郎
右

エ
門
窪
、
狐
久
保
、

袴
館
、
袴
腰
、
大
字
大
畑
字
前
久
保
、

守
子
塚
、
金
壇
、

北
向
、
五
斗
蒔
、
登
喜
内
、
中
島
、
入
久
保
、
稲
荷
釜
、

釜
ヶ
入
、
柏
山
、
大
師
堂
、
堤
内
、
寺
山
、
松
房
、
大
字

松
倉
字
山
寺
、
大
字
松
倉
字
貝
待
久
保

梅
木
平
、
北
原
、
舘
腰
、
長
倉
、
前
林
、
行
馬
、
畑
田
、

上
谷
地
、
下
荒
具
、
エ
ミ
壇
、
地
極
山
、
根
宿
、
鉢
内
、
藤

打
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西 暦

1985

1986

年 号

昭 和60

.61

月 日

14

31

21

1

31

1

3

19

25

1

9

21

3

15

25

23

28

31

1

14

24

6

U

1

5

7

30

5

1

6

8

8

9

10

10

11

U

U

11

12

12

1

3

3

3

5

5

5

6

6

6

7

7

8

8

8

9

10

11

U

11ユ9

12.10

事 項

合併30周年記念矢吹音頭踊り流し。

合併30周年記念三鷹市管弦楽団演奏会。

合併30周年記念交通安全鼓笛隊パレー ド。

国勢調査。人口18,249人。

町民テニスコー ト完成。

広報やぶき200号発行。第2白 山団地分譲はじまる。

町村合併30周年記念式典行なわれる。合併30周年記念誌発行。

中畑簡易水道配水場整備工事着工。

中央幼稚園10周年記念各種大会。

FTVわ がまちシリーズで矢吹町紹介放映される。

86年の歴史を残 して法務局矢吹出張所廃止。

町政座談会開催。

矢吹駅始発列車運行式。

町議会200回 記念植樹。

第2白 山団地完成。

学校農園開園式。

三神地区県営ほ場整備事業落成式。

三城目簡易水道第2次 拡張工事着工。

オンラインシステム導入。

矢吹高校独立10周年記念式典。

三神小学校新築工事着工。

衆参同日選挙。

都市計画用途地域設定公聴会。

にし保育園建築工事着工。

集 中豪雨で史上最高の被害を受ける。

中畑スポ少,ソ フ.トボール県下一 となる。

町長選挙告示。広報やぶき縮刷版発行。

町長選投票日。

国鉄ダイヤ改正により,矢 吹駅始発列車4本 に増える。

国営矢吹地区総合農地開発事業 ・第5工 区区画整理事業鍬入式。

福島エレクトロニクス㈱落成。

大池住宅新築工事着工。

8.5集 中豪雨復旧工事着手。

備 考

矢吹町長 白 坂 武 男

(昭和61～)
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西 暦

1983

1984

1985

年 号

昭 和58

昭 和59

60

月 日

4.10

4.27

5.10

5.17

5.31

6.26

7.30

9.30

10.2

11.3

11.10

1,1

2.24

3.11

3.25

4.1

4.30

6、30

7.1

7。2

7.15

7.19

8.31

9.1

9.2

9.9

9.29

10.1

10.6

10.11

10.22

11.4

11.5

11.10

12.20

12.25

1.14

2.17

2.28

3.6

3.13

3.24

3.31

4,19

5.17

6.1

6.8

6.10

6.18

6.27

6.30

7.1

7.15

7.26

事 項

福島県議会議員一般選挙。

老人福祉センター落成式。

老人福祉センターオープン。

音の出る信号機設置。

ことぶき大学10周年祝典。

参議院議貝通常総選挙。

花火大会8年 ぷりに復活。

ゲー トボール場完成。社会科副読本 「わたしたちの町やぶき」発刊。

加波山事件百年記念講演会。

矢吹町民憲章制定。

第3次 矢吹町総合振興計画策定。

30年の歴史を残して母子寮廃止。

大池公園,総 合公園として都市計画決定。

矢吹ヵ原開拓弥栄入植50周年記念式典。

町議会議員一般選挙。

各種手数料の料金が改正。立体交差建設計画決定。

三神幼稚園園舎増築工事完成。

善郷小プール工事完成。赤沢土地区画整理組合設立準備決定。

母子家庭に医療費を助成。

善郷小プール開き。

矢吹町農業委貝会委貝選挙。

交通指導車購入。

第1回 矢吹町統計グラフコンクール行なわれる。

幼年消防クラブ結団(ひ がし保育園)

福島県知事選挙。

大和久天道念仏踊り,北 海道ブロック民俗芸能大会に県代表として出演。
矢吹町臨時行政調査会,行 政見直し答申される。

二区屋台30年ぷ りに復元される。退職医療制度発足する。

緑マーク製作所竣工落成式。

上水道第10水源さく井工事完成。

矢吹西部土地改良区総代総選挙。

矢吹中学校20周年記念式典。

三城目簡易水道第4水 源さく井工事完成。

山形印刷㈱福島工場竣工式。

大池公園事業着手。

中畑小学校校舎増築工事完成。

東京チューナー工業㈱進出。

参議院議員福島地方区補欠選挙。

勤労者体育館完成。

商工会青年部中小企業庁長官賞受賞祝賀式。
「急行あづま号」サ ヨナラ運転。

矢吹郵便局新局舎落成。

町村合併30周年。

万才橋渡 り初め。

町村合併30周年記念植樹祭。

大池球場夜間照明施設完成。

矢吹駅周辺開発整備促進協議会発足。

福島協栄㈱竣工。

野坂電機進出。幼年消防入団式(ひ がし保育園)。

第9回 県展移動展(勤 労者体育館)。

町村合併30年 科学万博町民号運行。

ゴミ指定袋による収集開始。

三城目簡易水道第2次 拡張工事着工。

大池公園 ・五本松の松並木,緑 の百景に選ばれる。
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西 暦

1980

1981

1982

1983

年 号

昭 和55

56

57

58

月 日

7,25

9.22

9.25

10.1

10.21

11.11

11.12

11.14

2.16

2.26

3.4

3.25

4.1

4.2

4.22

5.1

5.18

5.28

5.30

6.6

6.25

6,26

7.17

8.1

8.29

9.19

10.1

10.25

1.1

2..1

2.23

3.1

3.10

3.31

4.15

6.6

6.9

6.23

8.4

8.20

8,28

8.30

8.31

9.6

10.17

10.23

10.24

10.30

11.14

2.1

3.25

3.31

事 項

矢吹第2小(仮 称)本 校舎建設工事着工。

三城目集落センター着工。

新設小学校を 「善郷小学校」 と命名。

国勢調査。人口17,578人。

交通死亡事故ゼロ400日達成。

矢吹町史出版祝賀会。

NHK総 合テレビで町を紹介。

中野目農事組合が農林水産大臣賞受賞,披 露式。

大久保団地第2次 分譲募集開始。

三城目集落センター落成。

消防庁長官表彰旗受賞。

交通事故死亡ゼロ555日達成。

新生活運動 「香典返 しの廃止,病 気見舞返 しの廃止」がスター ト。

町立善郷小学校開校式。

交通死亡事故ゼロ,582日 でストップ。

三十三観音磨崖仏,大 和久の天道念仏踊 り,原 宿の熊野講を町文化財に指
定。

阿由里川(三城目)に 自動転倒堰が完成。

日本消防協会表彰旗 ・福島民報 「金ばれん」受賞。

町内に晩霜被害。

矢吹小の木造校舎取壊し始まる。

西部簡易水道事業が着工。

矢吹町消防団各賞受賞祝賀会(町 内パレー ド)。

農業委貝の統一一般選挙。

矢吹小 ・善郷小の増 ・新築工事が着工。

町民憲章案作成町民会議準備会発足。

総合防災訓練。

三神簡易水道が着工。

第1回 矢吹町 「さわやか健康マラソン」大会。

西部簡易水道の一部が完成(柿 の内,田 内地区)

福島空港の建設地として須賀川東地区に決定。

都市計画区域(拡 大)変 更決定。

三鷹市婦人団体 と矢吹町婦人団体交歓会。

矢吹小学校増築工事,善 郷小学校の第2期 工事が完成。

矢吹町営相撲場が完成。

福島交通の矢吹～長沼線,矢 吹～石川線が利用者の減少に伴ない廃止。

三神簡易水道の一部が完成し,須 乗新田地区に給水開始。

矢吹町営相撲場の土俵開き記念相撲大会開催。

移動図書館 「あかまつ号」運行開始。

東北新幹線開業。

矢吹小学校緑の少年団知事表彰。

老人福祉センター造成工事着手。

三鷹市 ・矢吹町交流演奏会。三鷹市管弦楽団,矢 吹中吹奏楽部と共演。

仲西藤次町長急逝。

老人福祉センター建設工事着手。

故仲西藤次町長の町葬を善郷小学校体育館で挙行。故仲西藤次氏に特別功
労賞贈らる。

矢吹町長選執行。

東京矢吹会設立。

県美術祭合唱祭を中央公民館で開催。

大久保集会所完成。

中央公民館開館10周年記念感謝状贈呈(あ ゆり祭)。

老人保健法施行される。

三神西部簡易水道落成式。

三城目グラウン ド完成。

備 考

矢吹町長 市 島 政 秋

〔昭和57～61)
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西 暦

1977

1978

1979

1980

年 号

昭 和52

53

54

55

月 日

8

1

0

3

8

7

1

2

1

1

2

3

4

4

4

1

4.23

6。24

6.25

6.27

6.30

7.1

7.10

7.15

8.5

8.19

8.26

9.22

10.7

11.1

1125

12.15

1.1

2.2

2.9

3.30

4.8

4.10

4.22

5.

5.24

6.19

6.

8.10

8.14

8.20

8.29

8.30

9.1

9.28

10.2

11.11

11.14

11.21

1.16

2.14

3.23

3.31

4.1

4.15

4.20

622

事 項

三神幼稚園改築工事完了。

ひまわり公園オープン。

大池地区 ・松倉地区農村広場完成。

ひがし保育園開園式。

中畑 ・三神幼稚園に通園バス運行。

小池集会所の建設工事完了,名 称は 「小池会館」と決まる。

矢吹ライオンズクラプより広報車贈られる。

矢吹勤労者体育センター(50m・ 幼児用プール)落 成式。
中央幼稚園新築工事に着手。

建築基準法第6条 第1項 第4号(建 築物の建築等に関する申請及び確認)に
規定する区域の指定。

雇用促進住宅建設予定地決定。25mプ ール工事に着手。

上水道第2次 拡張工事。

新町児童公園工事に着手。

移動図書館 「ひば り号」運行開始。

第23回インターハイ自転車道路競走(ロー ドレース)が当町の広域農道を通
過する。

初の矢吹音頭踊り流し行なわる。

三鷹市民管弦楽団の協力で親子音楽会開催。

雇用促進住宅建築着工。

中畑弥栄地区に 「ミニライスセンター」完成。

矢吹 ・中畑幼稚園に通園バス運行。

中央幼稚園落成式。

都市計画公共下水道事業認可。

上水道第2浄 水場給水開始。

公共下水道(雨 水)事 業開始。

中畑幼稚園用地取得。

町道赤沢2号 線開通式。

福島県議会議貝選挙。

福島県農業経営大学校開校式。

町議会議貝補欠選挙。

新東京国際空港(成 田空港)が 開港。

矢吹町消防団に知事表彰旗。

矢吹駅前に自転車専用駐車場オープン。

宮城県沖地震で死者28人)

雇用促進事業団矢吹宿舎入居開始。

街路灯(400基)点 灯式。

中畑幼稚園園舎建設工事着手。

農集電話が一般電話に切替。

三神地区多目的施設建設工事着工。

矢吹小で週2回 の米飯給食始まる。

矢吹ライオンズクラプ,町 ヘバイクを寄贈。

第1回 西白河郡老人スポーツ大会。

第1回 矢吹町民俗芸能のつどい開催される。

小池公園オープン。

三鷹市議会議貝来町。

中畑幼稚園園舎落成式。

文京団地第2次 分譲募集開始。

町議会議貝一般選挙。

三神診療所廃止。

役場窓ロ事務の電算化。消防矢吹分署が矢吹消防署に昇格。

土地の表示 「大字 ・字」を廃止。

多目的研修会館オープン。

矢吹第2小(仮 称)造 成工事着手。

初の衆参同時選挙。
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西 暦

1974

1975

1976

1977

年 号

昭 和49

50

51

52

月 日

7.7

7.16

7.20

8.3

8.17

9.28

10.1

10.11

11.1

12.

1.26

3.1

3.18

3.20

4.1

4.13

4.15

7,1

8.21

8.22

11.3

1

1

5

1

1

0

8

6

2

8

1

0

8

1

8

1

1

0

8

1

6

4

1

0

7

2

0

1

8

2

1

2

2

2

3

2

2

2

2

3

1

2

3

2

2

L

叢

3

塩

4

塩

臥

臥

之

ε

ε

軌

乳

皿

肱

L

L

L

乳

臥

臥

ε

ε

ε

乳

乳

乳

豊

措

事 項

参議院議員通常選挙。

矢吹町防犯協会設立。

町役場新庁舎建築工事地鎮祭。

第一回三鷹市 とのスポーツ交流会。

若者の祭典実施。町の花に「しゅんらん」,町の木に「あかまつ」が選定される。

町道八幡～北善線改良舗装工事,中 畑小給食施設工事着工。

重度心身障害者医療無料化実施。

矢吹町公共下水道基本設計委託。

乳幼児をもつ母親のために 「お母さん必携」を発行。

国土利用計画法が施行。

女の歴史展開催。
「目で見る矢吹町史」完成。

福島県首都圏農業確立運動コンクール畜産部門で寺内酪農研究会が知事賞

矢吹町ソフトボール協会設立。 受賞。
水道料金政正。中畑小完全給食開始。教育委員会に町史編纂室設置。

福島県議会議員選挙。

三城 目獅子舞 ・平鍬踊りが町無形文化財に指定。寿大学に360名 入学。

印鑑登録証明が変わる。

町役場新庁舎落成式。

消防操法競技白河地方大会で、第1分 団第3部 が小型動力の部で優勝する。

町役場庁舎落成記念町民大運動会開催,3000人 参加。

町民の歌決定。町民に披露。

阿武隈川上流流域下水道事業計画きまる。

大林に児童公園第1号 完成。

町議会議貝選挙。

第2次 矢吹町振興計画できる。

中央幼稚園開設。

あなたと町長の立ち話始 まる。

東北自動車道,県 内全区間開通する。

定例記者会見はじまる。

矢吹町消防団民友表彰を受ける。

エリザベス女王来日。

三神地区県営ほ場整備事業全体計画きまる。

総合グラン ド整備計画答申案まとまる。

矢吹町畜産共進会開催。

農作物異常低温対策本部設置。

無火災記録424日 でス トップ。

都市下水路(小 池都市下水路)都 市計画決定。

水道メーター検針 ・料金徴収が隔月になる。

第1回 発明工夫展開催。

小池都市下水路事業着手。

オリエンテー リング公認コースの名称 「光る風コース」 と決定。

小松児童公園完成。

県立矢吹高校独立祝賀式典 ・校舎落成式典。

矢吹町文化会議発足。
「広報やぶき」第1∞号発刊。町議会広報第1号 発刊。

広域営農団地農道(五 間遭)完 成。

田町運動広場完成。

三神幼稚園改築工事に着手。

参議院議貝選挙。

中畑地区県営ほ場整備事業埃工祝賀式。

白河地方消防操法競技第2分 団第9部 が小型ポンプの部で優勝。

町民の歌のレコー ド完成。

第2保 育所建設に着手。

大池公園整備 ・松倉地区農村広場建設に着手。
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西 暦

1970

1971

1972

1973.

1974

年 号

昭 和45

46

47

48

49

月 日

12.15

12.26

2.26

2.28

3.10

3.20

4.14

6.1

7.5

11.

12.18

1.9

2.17

4.1

4.5

4.

5.15

6.

7.31

8.16

9.16

9.29

12.

1.16

1.27

2.

3.20

3.25

4。

5.18

5.

6.14

6.30

9.14

11.

7

1

1

7

2

4

5

6

事 項

艮峰部落公民館落成。

12月15-16日 松倉,寺 山遺跡発掘調査。

矢吹町職貝労働組合結成される。

この年泉川河川改修,中 畑地区面場整備始まる。
2月2日に㈱矢吹アッデン,3月1日 に昭和電機㈱矢吹事業所,4月 に東亜道路
㈱福島工場,同 柴田工務店矢吹工場,10月5日 に㈱ナ脅 ゴルフゥッド矢吹工
場,6月15日 に佐藤繊維㈱進出。
このころ子供会活動盛ん。婦人学級盛ん。家庭バレーボール普及され盛んに行
われる。

三神小学校堅内体育館完成。

白河農工高校矢吹分校移転(稲荷釜地内に)校舎完成。

定期バス旧国道運行となる.(白 河一郡山線1

根宿の行馬遺跡発掘調査。

旧中畑陣屋の二本極県指定天然記念物となる。

矢吹インターチェンジ設置決まる。
(国土開発幹線自動車道建設審議会において)

知事 を囲み県政墾談会開催。

おくのほそ道自然歩道(白坂明神～矢吹間)完成記念式。

円切 り上げ。(1ド ル308円)

この年田内圃場整備亭業始 まる。農免道路整傭事業始まる。
3月 に福島サ ンコッ ト㈱,10月1日 に㈱城南工業所,12月 に帝国コンクリート
㈱白河工場進出。一本木住宅(町営)20戸建設。
45年に引き続き米の生産調整実施(5ヶ年にわたり稲作転換)

札幌オリンピック冬季大会聖火リレー矢吹町通過。

松房池に白鳥来る。

白農工矢吹分校,学 校移管により県立白河高校矢吹分校となる。
鬼穴古墳群県指定史跡となる。

沖縄密約漏 えい事件。
白河広域圏消防署矢吹分署開所。

沖縄復帰。

国営総合農地開発事業促進協議会発足。

日大誘致断念。8月2日の町議会に報告了承 を得る。

夏の成人式となる。

中畑弥栄部落公民館落成。

日中国交正常化される。

町振興計画「昭和60年 を目標に"さわやかな田園都市ケづくりをうち出す」

12月23日～30日 森郭遺跡発掘調査。

この年5月1日 に東包商事㈲矢吹工場7月 に朝 日工機㈱,77日 に東北シャ
ーリング鞠,8月4日 に㈱ 宮島進出。

矢吹町史編纂委貝会発足。

ベ トナム和平協定訓印。

石lll道踏切で大型 トラックが特急に衝突し,ダ イヤ大混乱。

3月1日～30日 下荒具B・C遺 跡 ・カニ沢遺跡・越中山遺跡発掘調査。

3月5日～10日 東北新幹線田内,芹沢遺跡発掘調査。

ガン追放の町宣書。水俣病裁判被害者側勝訴
一般農道長峰線改良工事

。町道成田線・神田線・大池線舗装。

乳児保育始める。(保育所)

矢吹中央公民館開館式。

後保護指導所が社会福祉法人白梅荘 となり開設。

中畑小学校プール開き。(町内各小・中学校にプール建設終 る)

三城目簡易水道工事完了。給水始まる。

日大敷地返還される。

東北縦貫自動車道(白河・郡山間)開通。矢吹インターチェンジ開通。

この年9月10日 に東伸電子㈱進出。

県自然環境保全地域に恩賜林と五本松の松並木決定。

矢吹町救護院が社会福祉法人移管となる。

矢吹小学校完全給食実施。大林に5階 建町営住宅建築落成。

下荒具古墳群を町重要文化財に指定。

備 考

矢吹町長 仲 西 藤 次

(昭和46～57)
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西 暦

1967

1968

1969

1970

年 号

昭 和42

43

44

45

月 日

9.

9.30

10.

12.

3.31

4.

5.8

5.1

7.

8.13

9.26

9.30

9.

10.1

10.6

10.17

11.

12.10

1.18～19

3.16

4.13

4.25

5.26

5.29

6.

6,

11.

12.10

12.10

3.14

3.31

4.1

5

6.22

7.

8.1

8.10

9.13

9.

9.

11.15

11.25

事 項

町商店街の街路灯'(水銀灯)取 付ける。

福島県更生寮,経 営主体社会福祉法人となる。

役場の中畑・三悼出張所を廃止する。

西白河地方衛生処理一部事務組合設立。

東北電力白河営業所矢吹出張所が一本木に新築移転.
上水道竣工。国土調査事業(地籍調査)完了

国保給付乳 児10割。

イタイイタイ病公害と発表。

矢吹町章制定。

収集車によりゴミ回収処理開始。

ヘリコプターによる農薬空中散布実施。

水俣病を公害病に認定。

矢吹町統合中学校竣工。

町道成田線の一一部舗装。国道4号線田内線交叉点に僧号機取付ける。

矢吹中学校落成式,矢 吹町合併15周年(明 治百年)記念のアトラクションで,
統合中学校体育館において東京交響楽団演奏会。

ミス矢吹コンテスト発表会など行われた。

川端康成氏にノーベル文学賞。

矢吹有線放送事業落成式。

三億円事件。

この年1月,日大理事会において教育施設設置を決める。旧矢吹中学校々舎
用地の無償言褻渡了承 を得,5月2日 の町議会に杏 り譲決される。
消防自動三輪車神田に配置。有線放送開始。㈲日高電機矢吹製作所,東 都
食品㈱福島工場(9月)進 出。

東大安田講堂事件。

根宿部落公民館落成。

矢吹小学校火災。

白河・郡山間急行パス旧国道運行される。

東名高速道路開通。

西郷村4号国道で無許可 トラックニ重衝突。援農の主婦ら7人死亡,14人 負傷。

町道入江線土地所有者の寄付により竣工する。

西原部落公民館落成。

7月16日 ～20日 谷中古墳 ・鬼穴古墳の発掘調沓。

いげたストア開店。

矢吹小学校々舎新築落成。

町道東裏線舗装。中畑新田・大和久線舗装。

この年2月 に福島精密工業㈱,4月1日 に東北池尻電機㈱,9月15日 に協和光
機,12月1日 に ミツワ石綿工業㈱福島工場が進出。大和久地区圃場整備事業
始まる。アメllカシロヒトリ町内に発生する。小松住宅(町営)20戸 建設。引
続き45年までに60戸建設される。

日本万国博覧会開 く。

よど号乗取 り事件。

西山公園墓地開園。

5月7日 ～18B==こ 峰森・堰ノ上 ・井戸尻遺跡の発掘調査。

西白河郡1市1町6村 広域市町村圏指定受 ける。

6月5日 ～13日 狐石・平山遺跡の発掘調査。

安保条約自動延長。

三城 目の時報がオルゴールにかわる。

米の生産調幣を実施。休耕田の転作を指導(減産639トン,減 反148ヘクタール,
奨励金約5180万 円交付された。

中畑幼稚園が診療所跡に移転竣工。

山形市で行われた東北民俗芸能大会の県代表に三城目獅子舞・平鍬踊り出演。

福寿会館(老 人簡易集会所)開所式。

旧国道大和久線舗装。

10月1日 現在の人口15,666人(男7,609,女8、057)世 帯数3,279戸

旧国道廻リパス運行される。

三島由起夫割腹自殺。
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西 暦

1962

1963

1964

1965

1966

1967

年 号

昭 和37

38

39

40

41

42

月 日

4.

5.

7.

10.1

10.7

11.5

3。

4.1

4.14

6.

7.

7.

10.11

10.

11ボ

3。

6.

7.2

8.

9.30

10.

10.1

10.10

10.

10

12.

1

3

4

1

2

1

0

3

3

1

7

1

2

2

1

1

6

7

7

0

0

0

2

1

2

2

3

4

4

7

2

2

3

4

4

6

7

1

1

1

1

1

事 項

矢吹町は広城農業振興事業モデル地区の指定 を受ける。

大池町営グラウンド開設。

狐石地区に町営と場落成。

東京・若松・仙台仙 形間に東北急行バス運行開始。

矢吹町民体育館落式式。

西白河地方農協労組結成。

福島県矢吹更生寮開所式。

東北本線白河・郡山間複線工事完成。

福島テレビ(FTV)開 局。

県南酪農組合運合会労組結成。

告吹町1区 消防車を水槽付消防車に改造。消防団貝定教を360人 とする。

農業委貝の定数を22名とする。

白河電子工業㈱矢吹工場進出。

矢吹原開墾事業完工式。

国保給付世帯主7割 となる。

日本酪農講習所改築落成。消防自動車1台 中畑(本村)に 配置。
この年県立須賀川女子高等学校独立して開校。白河の馬市廃止。大池町
営住宅30戸建設(昭和40年 に6戸 建設)

町議会議員定数を22名とする。

矢吹神社拝殿焼失。

三鷹市と姉妹都市締結。

矢吹デパー ト開店。

東京オリンピック聖火リレー矢吹町を通過。

家畜市場を大和久地内に新築落成。

東海道新幹線営業開始。

第18回 オリンピック東京大会。

消防自動三輸車大和久に配置。

国営開拓事業所閉所。

大和久地内「電神僑」。中畑地内「滝川橋」竣工。

この年小池住宅(町営)30戸建設(40年 に24戸建設)

並木宝石矢吹工場(落成)進 出。

矢吹保育所新築落成。

統合矢吹中学校発足。

中畑幼稚 園開園。

矢吹保線支区開設。

名神高速道全線開通。

上水道工事着工(4ヶ年継続)

10月1日・現在の人口15,690人(男7,676,女8,014)世 帯数3,013

矢吹縫製工場進出。

朝永振一郎氏にノーベル賞。

役場窓口に町民控室 をつくる。この年家庭バレーボール始 まる。

県立白河農工高校矢吹分校農業科全日制 となる。

ソ連衛星月面着陸成功。

田内林道工事竣工(1.287m)

消防 自動三輪車1台1区 に配置。

町道旭町舗装。中畑新田舗装。

㈱瓦光製作所落成。

国保給付金被保険者7割 となる。

愛国工業㈱矢吹工場進出。

中畑地内泉橋(永 久橋)竣工。大洋製作所進出。

授産場新築落成。

町に交通指導貝3名 設置。

大和久線舗装。

矢吹ペンクラブ創立総会。この年 「矢吹文芸」出版。

西白河病院開院。
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備 考

矢吹町長 大木代 吉

(昭和38～46)



西 暦

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

年 号

昭 和31

32

33

34

35

36

37

1.14
2.

3.1

3.20

5.

6.

10.19

10.

12.24

12.

4.

4.

4.

8.

8.1

10.4

11.3

4.1

7.

12。1

12.

12.

12.

12.15

3.

3.

4,

8.

1.10

2。7

3.30

4.1

5.19

9.1

9.10

10.1

11.1

1.

3.

3.

4.12

4.15

6.1

6.15

9.

10.1

1.

3.1

3.

3.

4.2

事 項

羽鳥ダム開田。中.畑新田地区鍬入式。
矢吹町に女流句会「草の芽」誕生

授産場移転新築される。

矢吹・中畑・三神の三農業共済合併 して矢吹農業共済組合 となる。

第1回 赤ちゃんコンクール大会開催。

三神小学校々舎改築落成。

日・ソ国交回復

羽鳥ダム完成。

財政3ヶ 年間再建団体指定受ける。

白河信用金庫矢吹支店新築落成。

矢吹 ヶ原開拓農業協同組合設立する。

白棚高速線(国鉄パス)開通。

国土調査事業開始。

矢吹郵便局新築落成。

詩誌 「の」出版される。

ソ連初の人工衛星。

財政再建団体の指定解除。(2年間で完了)

この年三城 目白山に町営住宅5戸 建設。

税制改正。軽自動車税創設。(自動車・荷車・犬税廃止)
「岩代文学」創刊(先崎金明主宰)

1万 円札発行。

消防自動車2区 に配置される。

中畑中学校屋内運動場落成。

時報のサイレンをオルゴールに切替えた。

三城 目大火。住宅18棟,非 住宅15棟全焼。

この年稲荷釜に公営住宅建設。

白河 との電話直通となる。

NHK福 島テレビ開局。

新農村建設事業始める。

第1回 盆踊り大会開催される.

中畑農業協同組合事務所落成。

矢吹牛乳処理所開所式。

東北本線白河・福島間電化開通(33年4月大宮一宇都宮間,34年5月22日 宇都
宮一黒磯間,34年7月 黒磯一白河間開通)

郡山・白河間4号 国道開通式(昭 和39年2月25日 福島県内完工式)

自民党単独で新安保条約 と会期延長強行可決安保反対デモ激化。

石川滑津・松倉・泉崎間パス開通。

カラーテレビ放送開始。

10月1日 現在の人口16,199人(男7,886,女8,313)世 帯数2 ,879戸
三井三池争議妥結調印。

この年から美術展を町主催で行 う。

三神中学校屋内運動場落成。

県南酪農組合連合会(三神・中畑・矢吹の各酪農組合を総合する)創立。

矢吹中学校々舎増築落成。

ソ連人間衛星船打上げる。

福島地方法務局矢吹出張所庁舎移転新築落成。

矢吹救護院天風寮落成式開所。

三神農協と三神中央農協が合併 して三神農協となる。

白河・福島聞急行バス開通。

東北線特急運行

矢吹・三神間の覧話即時通話。

中畑農協労組結成。

石川街道踏切遮断機設置。

矢吹農協事務所落成。

三城目大火,住 家6棟.非 住家9棟 焼失。
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西 暦

1951

1952

1953

1954

1955

年 号

昭 和26

27

28

29

30

月 日

7

1

5

8

1

1

5

8

1

4

7

6

9

1

1

2

2

2

9臼

3

3

4

4

5

6

9

0

2

3

3

4

5

7

7

7

0

0

1

1

1

1

1

2.1

3.

4.16

7.

8.1

8.7

8.

10.1

10.

11.3

11.

12.1

3.1

3.31

7.1

10.13

3.31

4.18

4.30

6.

8.6

8.

8.

10.

11.1

12.12

事 項

白河信用組合矢吹支所開業。

西白河福祉事務所開設。

琉球臨時中央政府設立。

三城 目阿武隈川堤防完成。

東北電力㈱設立。東北電力白河営業所矢吹散宿所となる。

矢吹町母子寮開設される。

サンフランシスコ講和条約調印。

警察法改正。矢吹町警察署廃止され白河警察署矢吹警部派出所彊存置。

NHKテ レビ本放送開始。

スター リン首相死去。

矢咋原耕地整理組合.午 吹原土地改良区連合会に組織替 となる。

対 日講和条約発効。

メーデー事件、

破防法案可決。

朝鮮休戦協定調印。

中畑村国民健康保険直営診療所開所。

第7回国民体育大会が福島県・宮城県・山形県の各会場で開かれる。

矢吹町変電所運開される。

中野目の川ノ目橋蝶功。

この年各町村教育委貝会発足。このころ水稲保温折衷苗代普及 し始める。

NHKテ レビ放送開始。

三神郵便局が電話交換業務始める.

神田簡易郵便局開局。(昭和36年9月30日 廃止)

須賀川・神田・石川間パス開通。

8月1日現在の中畑村人口3,647(男1,863,女1,785)戸 数558戸

町村合併促進法(10月1日 施行)

矢吹・神田・石川間バス開通。

10月1日現在の矢吹町人ロ7,551(男3,701,女3,850)戸 数1,424戸

三神村国民健康保険直営診療所開設。

11月3日現在の三神村人ロ3,713(男1,765.女1,948)戸 数528戸 。

福島県及び読売新聞社主催の新生活モデル町村として,大 畑部落を選び総
合第1位 として表彰 を受ける。

ラジオ福島開局。

この年矢吹町幼稚園開設。三伸役場及び明新地区に公民館 を置 く。平鉢 ・
原宿 ・根宿 ・松倉 ・大畑の各地区に公民館を置 く。矢吹と大和久に公民館

1を置 く。この年冷害のため凶作。謄写版印刷の文芸誌 「野」出版 される。

ビキニ水爆。第5福竜丸被爆。

須賀川市制施行。

防衛庁設置。

中畑舘の越横穴古墳発見される。(人骨・直刀など発見した)

この年矢吹ガ原土地改良区開設。三神村玉城橋かけかえ。三枚発田に町営
住宅13戸建設される。(昭和32年 に5戸建設)

中畑村・三神村・矢吹町・広戸村の一部が合併して矢吹町 となる。
国民健康保険給付開始。(5割給付)

A・A会議(バ ンドン宣書採択)。第1回 町議会開会。

町長選挙(合併初代町長選出される〉

羽鳥ダム通水式。

原水禁第1回 世界大会。

中畑地区アフタアケアー(後保護指導所)開設。

矢吹町商工会発足。

サークル「手の会」が詩誌「手」創刊。

10月1日現在の人口15,920(男7,820,女8,100)世 帯数2,661戸

県立矢吹病院開設される。

日本は国連加盟認められる。

この年大林に町営住宅15戸建設。30年～48年 までに160戸建設される。

備 考

三神村長 渡 辺 欣 吾

(昭和26～30)

矢吹町長 大 木 代 吉

(昭和26～28)

矢吹町長 野 木忠房

(昭和28～30)

矢吹町長職務執行者

渡 辺 欣 吾

(昭和30,3.1～30.4.29)

矢吹町合併初代町長

野 木 忠 房

(昭和30.4.30～38)
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西 暦

1945

1946

1947

1948

1949

1950

年 号

20

21

22

23

24

25

月 日

12。17

12.18

2.16

2。25

4.1

4.10

5.3

10.1

11.3

1.31

2.

4.1

4.5

4。25

4。

7.20

8.19

7

1

3

3.

4.

4.26

5.25

6。22

7.

8.15

9.9

9.23

10.8

11.

11.12

1

0

5

1

7

3

1

1

3

4

4

7

0

0

1

2

1

1

1

1

1

1

4

1

戸0

ハ0

6.25

7.8

10.1

10.8

11り

事 項

婦人参政権獲得。

第一次農地改革 この年米の収獲大減収。

金融緊急借置令

新旧円の交換。

県立矢吹公共職業補導所開所。

戦後初の(第22回 衆議院)総選挙。

極東国際軍事裁判開廷

第二次農地改革。

日本国新憲法公布。

この年羽鳥ダム工事始 まる。

総司令部2.1ゼ ネス ト中止命令出す。

矢吹原耕地整理組合連合会の事務所新築落成。

6.3制 教育発足。

戦後初の公選町長選

矢吹・中畑・三神の各中学校創立。

日本酪農講習所開所。

独占禁止法全面施行。

天皇陛下東北巡幸の際.矢吹に立寄られ修練農場・弥栄開墾地を視察 された。

この年湯本村羽鳥地区より矢吹 ヶ原に移転入植する。昭和22年 ～32年まて4こ
20戸入植)

警防団解散 し各町村に消防団設置。

地区警察・市町村警察設置に伴い白河地方警察署矢吹警部補派出所並びに自
治警察矢吹町警察署が併置される。

中畑村農協創立

矢吹町農協創立

三神村中央農協創立。

大和久大火。13戸全焼。

三神村農協創立。

矢吹中学校独立校舎に移る。

大韓民国成立宣言。

朝鮮民主主義人民共和国成立。

中畑村公民館 を置。各町村に公民館が設置される。

大滝清雄,詩 誌「竜」を創刊。

矢吹農業改良指導所開所。{昭和33年に改良普及所と改称)

極東裁判判決。

この年狐石地区に12戸の開拓者入植する。

矢吹松笠川柳社,月刊「まつかさ」創刊。

三神中学校増築。

白河市制施行。

県立白河第二高等学校矢吹分校開校(矢 吹中学校内に)

下山事件

中華人民共和国成立。

中畑中学校校舎新築落成。

湯川秀樹氏ノーベル賞受賞。

中畑稲荷釜に共済組合西白河支所第2家畜診療所開設。

この年羽鳥ダム工事本格的に始まる。矢吹町美術協会できる。

満年令実施。

矢吹町竹工芸品授産所開所。

矢吹町6.4施 行の参議院選挙において。投票率99.87%で 全国第1位 となり,
全国選管及び毎日新聞社よリ表彰・楯を受ける。
朝鮮戦争起る。
マッカーサー,警 察予備隊創立を指令。
10月1日現在矢吹町の人口7,356人(男3,650,女3,706)戸 数1,465戸 。

矢吹町公民館建築挨工。

三神村ガソリンポンプ購入。

この年中畑村に始めて電話開通。「福島県詩人選集」発刊(大 滝清雄編集)

備 考

矢吹町長 大 木 代 吉

(昭和21-22)

中畑村長 後 藤 絆

(昭和21～30>

矢吹町長 仲 西 正 次

(昭和22～26)

三神村長 浅 川 和 茂

(昭和22～26)
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西 暦

1939

1940

1941

1942

1943

1944

1945

年 号

昭 和14

15

16

17

18

19

20

月 日

3.1

4.12

5.11

7.8

2.22

4.24

5.10

7.7

9.11

9.27

10,12

11.10

11.23

2.12

4.1

6.23

7.

7.23

11.13

12.8

2.1

4.18

6.5

7.15

1.15

2.

6.19

10.21

11.

1.26

4.18

4.

5.

8.23

8.

10.

11.29

1.13

1.

4.

5.11

7。17

8.6

8.9

8.14

8.22

11.

11.15

事 項

各町村に警防団設立。

米穀配給統制法公布。

ノモンハン事件。

国民徴用令公布。

矢吹原国営開墾予算案が衆議院可決。3月15日 貴族院可決通過する。

矢吹 ヶ原開墾調査事務所開設。

米の供出始める。

贅沢禁止令出る.

隣組できる。(全国的に組織)

日・独・伊三国同盟調印。

大政翼賛会発足。

皇紀2600年式典。

大 日本産業報告会設立。

この年詩集「阿武隈便り」(大滝清雄)出 版される。

NHK郡 山・福島両放送局開局。

小学校 を国民学校と改称。

三神村は岩瀬公立病院組合町村に加入。

弥栄に乳牛30頭入れる。

大洪水。

矢吹を中心に「猟区設置運動」に反対する「激」が配布 された。

日・米開戦。

この年「猟区設置」に反対する隣組連署を以ての「陳情書」が当該町村から出された。
農林省白河・矢吹開拓建設事務所開所。大滝清雄は詩誌「虎座」を創刊する。

衣料・味噌・醤油の切符制実施。

米軍機16機が日本初空襲。

ミッドウェー海戦。

西白河地方事務所開所。

奇祭三城目水あび祭り(水祝)
この年 まで行われた。祭には近郷近在から数千の見物人でにぎわった。

矢吹銀行・東邦銀行に吸収合併される。

県立矢吹 ヶ原修練農場に県立勤労訓練所併置される。

学徒出陣。

弥栄産業組合は中畑産業組合に合併。

東京・名古屋に疎開命令。

金属回収実施。

産業組合を農業会と改称。

学校工場化

緊急国民勤労動員令。

大都市学童疎開。

白河保健所開所。

米軍機B29が 東京初空襲。この年矢吹耕地整理組合連合会発足。町立白河
商業は白河農学校 と名称変更。

東海地方大地震。

本土都市連続空襲始 まる。

郡山の工場がB29の 空襲受ける。

矢吹 ヶ原飛行場空襲受 ける。

ポツダム会談。

広島に原爆投下。

矢吹 ヶ原飛行場空襲受ける。長崎に原爆投下。

日本敗戦。

米占領軍日本に進駐。
「緊急開拓実施要領」が決定され,矢 吹ヶ原開拓始まる。

矢吹ヶ原飛行場跡・北善郷内に開拓者入植する。

備 考

中畑村長 小針弥太郎

(昭和15～20)

中畑村長 岡崎長一郎

(昭和20～21)

三神村長 藤 井 英 由

(昭和20～22)
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西 暦

1930

1931

1932

1933

1934

1935

1936

1938

1939

年 号

昭 和5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

月 日

4.22

9.

12.

3。8

9.18

3.1

4.25

5.15

7.1

9.

3.3

3.27

10.20

6.4

9.21

11.4

12.1

12.4

1.10

2.28

3.16

3.

4.1

10.1

10.

2.26

3.26

3.

9.11

9.29

10.23

12.1

3.12

4.5

5。23

7.7

11.6

11.20

1.10

4.1

5.14～15

3.31

事 項

ロンドン軍縮会議調印

米価大暴落

月刊 「いとし子」発刊。

この年本村・平鉢間の道路,泉 橋改修。補習学校は実業公民学校と改称。

矢吹国営猟区三神・中畑・滑津3村 営猟区入猟者及び猟区関係者をもって「矢
吹会」を組織 事務所を東京市(日 本銃砲店・内山銃砲店内)に置き,支 所を
矢吹町今出屋,筑 前屋・古川屋の旅館内に置いた。

満州事変起る。

この年中畑村の折橋改修。亥 ノ子橋 ・貫木橋かけかえる。

国産 トーキーできる。

満州国建国宣言発表。

中畑農事実行組合発足。

5.15事件。

三神郵便取扱所が三神郵便局となる。

須賀川銀行解散。

この年矢吹町が昭和7年度経済更生指定町に指定される。中畑村・三文橋改修。

三陸地方大地震,大 津波。

日本は国際連盟脱退通告。

中畑村滝,ll橋改修,浅 井名池・夏張池・中窪池改僻。

この年三神村が昭和8年度経済更生指定村に指定 される。

矢吹町が岩瀬公立病院組合町村に加入。

室戸台風

維子塚(矢吹町大池地内)除幕式。

福島県立修練農場設置(昭18.4.矢 吹原鯵練農場,昭23.4。 矢吹原実験農場,
昭25.4.矢 吹原経営伝習農場 と改称)

水戸・郡山間鉄道(水郡線)開 通。

矢吹ヶ原御料林地宮内省より福島県に払下げとなる。(開墾のため2,344ヘ ク
タ・一ル)

美濃部違吉氏「天皇機関説」で告発される。

ドイツ再軍備を宣言。

松倉・大畑・長峰郷倉設置。

矢吹・中畑・三神に青年学校発足(昭和15年4月1日 より義務制)

俳句土筆会結成。月刊「土筆」創刊。

原宿にガソリンポンプ配置。

この年矢吹町に貸座敷2軒,娼 妓7人(廃業 したもの3人)。風俗営業冨料理
屋9軒,飲 食店7軒,芸妓置屋1軒,カ フェー2軒(女 給1人,酌 婦2人)「 風
俗関係各種営業者数 しらべ」より

2.26事 件。

矢吹原の県有地の一部開発のため県営開墾地開発事業 として継続的に施行
される。

茨城街道改修(三 文橋から中畑小学校間)。

第1回 防空演習行われる。

弥栄産業組合設立認可される。

八幡原県営開墾地に78戸入植。家族も移住。弥栄部落できる。

中畑産業組合倉庫完成。

弥栄開拓(中 畑の柏山,三 神の三城目など)に30戸 入植。

中畑村は岩瀬公立病院組合町村に加入。

矢吹 ヶ原陵軍飛行場(熊 ヶ谷飛行学校矢吹分校)開 場式。

重溝橋事件。

日・独・伊・三国防共協定調印。

大本営設置。
この年中畑産業組合事務所新築される。

各町村に防護団誕生。

中畑村弥栄を稲荷釜区とする。国家総動員法公布。

霜害により畑作物大被害。

中畑郵便局開局。

小田川村外4ヶ 村(川崎・中畑・滑津・関平)水利組合.

備 考

矢吹町長 仲 西 三 良

(昭和5～20)

中畑村長 蛭田三之丞

(昭和7～15)
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西 暦

1917

1918

1919

1920

1921

2

3

2

2

9

9

1

1

1924

1925

1926

1927

1928

1929

年 号

大 正6

8

9

月 日

10

11

】2

13

14

15

昭 和1

2

3

4

6.1

10.10

10.

11.7

8.

8.

6.28

8.1

8.

10.

1.10

7.30

3

ρ0

11

ρ0

7.18

9.1

2.11

4.

5.13

7.1

8.13

9.1

4.20

4.22

5.22

7.22

7.1

11.1

12.25

4.28

5.8

2.20

2.1

3。15

4.

4.22

5.

9.23

10。

4.1

8.19

10.24

事 項

三神実業補習学校を三城目・須乗・明新 に置 く。

磐越東線全通。

三城目に初めて電灯がつ く。

ロシヤ革命。ソビエト政権樹立。

㈱須賀川銀行矢吹支店開業。

富山で米騒動。全国各地に波及。この年郡山に初めて トラック出現。

ベルサイユ講和条約調印。

有限責任矢吹信用購買組合創立。

須賀川実科女学校開校。

寺内・平鉢間道路改修記念碑が建てられる。

国際連盟発足。

矢吹町処女会発会。

この年 白河警察署矢吹分署設立される。須賀川町立商業学校開校。

このころ冬期(毎年11月～翌5月 まで)薪・木炭等の運搬に従事する農民の荷
馬車,日 々1∞台を数えた(「矢吹駅大正9年 の記録」より)

中畑耕地整理組合設立

合資会社公楽館の建設許可され,7月 開館 し一区女子青年会など出濱 して
納涼演芸会開かれる。

矢吹銀行開業
この年大畑に初めて電灯つく。中畑処女会発会。県立白河中学校開校。

この年柿之内に初めて電灯つ く

関東大震災。この年県立白河高等女学校開校。

矢吹郵便局電話開設

郡山専売局須賀川支所矢吹取扱所設置

凍霜害被害大

メー トル法使用始める。

鶴沼川疎水発起人会及び矢吹ヶ原開墾期成同盟会結成される。

郡山市制施行。この年松倉に初めて電灯つく。

中畑村役場新築

治安維持法公布

普通選挙法公布

東京放送局からラジオ放送開始

この年全国少年野球福島大会に中畑チーム優勝する。

矢吹・三神・中畑に青年訓練所設置。(昭和10年廃止)

矢吹国営猟区事務所設立

大正天皇死去。昭和と改元。

矢吹合同運送㈱発足

矢吹町処女会を女子青年団と改称

この年白河商業学校開校。郡山に円タクが現われる。

第1回 普通選挙

三神郵便局取扱所開設

3.15事件。共産党貝大量検挙。

矢吹銀行駅前通 リ角に鉄筋コンクリー ト建峻工。

中畑村処女会を女子青年団と改称。

矢吹少年赤十字団誕生。

東京朝日新聞社が県南訪問飛行を行い矢吹原に着陸し一般に観覧させた。

「矢吹敦育時報」発刊

中畑小学校講堂新築。校舎増築。

世界一周飛行船ツェッペリン号霞ヶ浦に着陸する。

世界恐慌始まる。

このころ乗合自動車白河方面行(築前屋旅館前発),棚 倉方面行(とみや旅館
前発),須 賀lll方面行(中村屋前発),上 小屋方面行(つ たや旅館前発)が あっ
た。何れも2時間毎発した。又,トラック便(棚 倉方面行)があった。(「矢吹町郷
土読本」か ら)

大滝清雄(三 神村)「鷹巣詩人」出版。三神村・三城目青年団が文芸部をつくり
文芸誌「土の香」を毎月発行する。(昭和15～16年 ごろまで継続された。〉

備 考

三神村長 渡 辺 金 蔵

(大正7～11)

中畑村長 岡崎長一郎

(大正7～ 昭和2)

矢吹町長 丸 野 実 行

(大正7～11)

三神村長 円 谷 善 助

(大正11～15)

矢吹町長 武 藤 一 策

1(大 正11一 昭和5)

三神村長 酒井寅三郎
(大正15～昭和20)

中畑村長 青木運六郎

(昭和2～6)
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事 項

明治天皇東北巡幸,矢 吹村に小休。矢吹ヶ原台地の未開地は御用地に編入。

国会開設の詔勅。自由党結党。

自由党福島部結成。

矢吹村の諸根民治こんにゃくを初めて栽培。

福島事件

柿之内村を除く矢吹の村々は15ヶ村戸長役場の所轄 となる。

柿之内村は白子村9ヶ 村戸長役場の所轄となる。

矢吹 ヶ原430町 歩が宮内省管轄の御料地に編入。

群馬事件

加波山事件

自由党解党

大和久村の星吉右衛門は湯本村羽鳥部落にダムを造 リ水を引く計画書を県
知事に提出。
矢吹村大和久で大火。33戸焼失。
矢吹郵便局が郵便貯金取扱い開始。

明岡村と明岡新田村が合併 して明新村となる。

矢吹駅開設。東北本線黒磯一郡山開通。

町村制施行について訓令を内示。

磐梯山噴火

大日本帝国憲法発布

矢吹・中畑新田・大和久の3村 が合併 して矢吹村となる。三城目・須乗・神田・
堤・中野目・明新・の6村 が合併 して三神村となる。中畑・大畑・松倉・の3村
が合併 して中畑村となる。

矢吹ヶ原御料地南半に宮内省の岩瀬御猟場を設置。

矢吹村に馬縄場開設

大洪水

教育勅語発布 この年第1回 総選挙実施。

東北線全通。矢吹御猟場設置。

矢吹郵便局で小包業務開始。

日清戦争起る。この年西白河産馬組合設立。矢吹村に消防組できる。

郡山に農事試験所開所。

矢吹村に登記所開所

矢吹村に矢吹製糸会社創業

西白河郡会'創設。労働組合期成会結成。

中央政界揺れ,諸 党派の活動活発。ス トライキ続発。

矢吹村の矢吹平次 ら 「知識の戦場」を発刊。

治安警察法公布

北清事変

愛国婦人会結成

日英同盟

矢吹村が町制 を施き矢吹町 となる。この年教科書が国定 となる。

日露戦争L一 須賀ll岡立裁塒 修学校開校.

矢吹町補習学校開校。

須賀川竃気会社発.足

三神補習学校開設。私立石川中学校開校。この年須賀lll町立商業補修学校

有限責任大和久信用購買販売組合設立。 開設。

・畑補習学校瓶 静 団発会.一 落縫 魏 弊 暑審芹縢 繍
矢吹に初めて電灯がつく。 郡立農学校開校。

白河実業銀行矢吹支店開業。

中畑信用購買販売組合設立。

三神信用購買販売組合設立。

白河実科高等女学校開校。ドイツに宣戦(第 一次世界大戦)

宮内庁御猟場職貝集会所記念碑を建立。

中畑村大字中畑に初めて電灯がつく。矢吹郵便局で電信業務を始める。

白棚鉄道開通。

工場法施行

備 考

矢吹村長 緑 川 重 世

(明治22～24)
中畑村長 遠藤七兵衛

(明治22～26)

三神 村長 矢 部 椙 蔵

(明治22～30)

矢吹村長 山 本 重 承

(明治24～27)

中畑村長 岡崎長次郎

(明治26～30)

矢吹村長 大 谷 知 房

(明治27～36)

中畑村長 井戸沼敬太郎

(明 治30～32)

三神村長 佐久間国亮

(明治30～35)

中畑村長 遠藤重三郎

(明治32～34)

中畑村長 遠藤登 一郎

(明治34～37)

三神村長 酒井寅三郎

(明治35～40)

初代矢吹町長大 谷 知 房

(明治36～ 大正3)

中畑村長 蛭田倉之助

(明治37～41)

三神村長 加藤為三郎

(明治40～42)

中畑村長 岡崎金太郎

(明治42～ 大正2)

三神村長 遠 藤 勇 三

(明治42～ 大正3)

大 正 時 代

中畑村長 高 久 健 造

(大正2～3)
三神村長 太 田 貞 造

(大正3～7)

中畑村長 加 藤 延 成

(大正3～7)

矢吹町長 武 藤 一 策

〔大正3～7)
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事 項

大政復古

五ヶ条の誓文。五槽の掲示。

江戸入城。矢吹・矢吹新田・中畑新田・大和久・柿之内・松倉・松倉新田・中畑・
三城目・三城目新田・堤・明岡・明岡新田・須乗・須乗新田の各村は佐久山藩白
河民政取締所の管轄 となり,大 畑・中野 目・神田は伊達陸奥守の所領 となる。

会津藩白河を占拠。口4月25日 より白河口の戦い。

白河城落城。白河城下兵火のため焼失。攻防激化。

矢吹宿兵火で焼失。棚倉城落城。大畑・堤・中野目の各村は黒羽藩浅川陣屋
支配 となる。

江戸 を東京 とする。

明治と改元。一世一元制 とする。会津若松城落城。

白河 ・石川・岩瀬3郡 村役人一同は年貢減免 ・軍役労役負担軽減などで民
政取締所へ訴願。

陸奥国を陸奥・陸中・陸前・岩代・磐城に分国。白坂宿役人宅を農民が襲撃。

大畑・中野目・神田を除 く矢吹の村々は守山藩民政取締所の管轄となる。

版籍奉還

矢吹の村々が白河県管轄となる。

この年凶作。年貢米免除歎願書を出す。

中畑陣屋を引払う。

白川県慈幼法布告。

戸籍法定める。

矢吹・矢吹新田・中畑・中畑新田・大畑・堤・中野目・神田・明岡 ・明岡新田の各
村は平県となる。大和久・柿之内・松倉・松倉新田・三城目・三城目新田・須乗・
須乗新田の各村は二本松県の管轄となり白川県を廃す。
平県は磐前県,二 本松県は福島県となる。

大区・小区制を制定。矢吹・矢吹新田・中畑・中畑新田・大畑・堤・中野目・神田・

明岡・明岡新田の各村は磐前県第5大区第10小区([ll辺区会所)。大和久・三城
目・三城目新田・須乗・須乗新田の各村は福島県第6大区第1小 区(中新城区会所)
柿之内村は福島県第5大 区第5小区。松倉・松倉新田村は福島県第6大区第2
小区(蕪内区会所)の管轄 となる。庄屋・名主・年寄を魔 し戸長 をお く。

矢吹郵便取扱所開設。

学制を定める。

太陰暦を廃止し太陽暦を採用する。

中野目村 と三城目村に小学校設立。

矢吹村大福寺の一部に小学校設立。この年地租改正に着手。

柿之内村は福島県第11区(須 賀川区会所)。大和久・松倉・松倉新田・三城目・
三城目新田・須乗・須乗新田の各村は福島県第13区(小 田lll区会所)。矢吹・矢
吹新田・中畑・中畑新田・大畑・堤・中野目・神田・明岡・明岡新田の各村は磐前
県第18区第7小区(石川区会所)に編入。各村に用掛 と什長 をおく。

中畑小学校創立(澄 江寺の一部に)。

中畑に郵便取扱所設置。白河・岩瀬・安積・安達の4郡に産馬会社設立。白河
電信局で電信開始。

石川に石陽社結成。

郡界変更。石川郡の明岡・明岡新田・中野目・堤・大畑・中畑・中畑新田・矢吹の
各村が白川郡に編入。

矢吹の各村々は福島県第9区に縦入さ札矢吹村に区会所設置。区会長高松嘉積。

明治天皇東北巡幸のため矢吹村に駐輩昼食。f
2ヶ村が合併して白河町となる。松倉村と松倉新田村が合併して松倉村となる。

福島県・磐前県・若松県が合併 して福島県となる。

釜ヶ入・八幡原開墾始まる。

地租軽減なる。

三城目村と三城 目新田村が合併して三城目村となる。須乗村と須乗新田村
が合併 して須乗村となる。矢吹村 と矢吹新田村が合併して矢吹村となる。

三春に三師社創立。

民会規則公布。中畑の小針七左衛門議貝となる。

区制を廃止して郡村制 を復活。町村に戸長・用係をおく。白川郡は西白河・
東白川の2郡 に分かれ,区 会所廃止。

白河警察署矢吹分署開設。

府県会規則による第1回県会議貝選挙が行われる。中畑の岡崎長次郎議員となる。

鏡石村に宮内庁御開墾所できる。本県に初めて馬耕機が入る。

一8一
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事 項

白河藩「御百姓心得方申聞書」を出し,農 業出精 ・子女の養育 ・節検 ・樹木
栽培などを勧める。

松平定信の命により「集古十種」成る。

南湖公園なる。

広瀬典「白河風土記」成る。

白河町火災。

須乗 ・須乗新田 ・大和久 ・神田 ・堤 ・中野 目・大畑 ・中畑の各村が幕府領
となり釜子陣屋の支配を受ける。

釜子陣屋越後高田領 となり3万3000石 を支配。

寺西重次郎,塙代官所で民風改善近領諸藩の会議を主宰し,倹約 を励行 させ
るため「十禁の制」を定める。

松平定信隠退 し楽翁を号す。
「奥州白河風俗間状答」できる

。 」

塙寺西代官県内諸藩 と農村振興の会合。

塙寺西代官諸藩会議 を開き,風 俗改善の申合せ。

幕府再び房総沿岸警備を命ず。

広瀬典 「白河古事考」成る。

釜子陣屋領が幕府直轄領 となり,浅 川陣屋の支配を受ける。

白河藩主松平定永桑名に移リ阿部正権となる。

中畑澄江寺吊鐘ができる。

中畑澄江寺桜門落成。

矢吹宿の大半が焼失(約 七割)。

中畑庄屋小針周平 ・高田庄屋鈴木庄吾の両人白河 ・石川 ・田村の3郡85村
の惣代として老中大久保忠真へ駕籠訴に及ぷ。

松平定信桑名で死去。

この年不作。

この年から天保8年 ころまで飢値続 く。

白河藩岩瀬郡の百姓逃散。

幕領浅川5万 石は分割され,中 畑 ・大畑 ・堤 ・中野目・神田 ・中野 ・川辺の
7村5000石 は旗本松平軍次郎知行所となり,陣 屋が中畑村におかれる。

須乗 ・須乗新田 ・大和久の各村は幕府領塙陣屋付となる。

白河藩貸馬の制を定める。

塙領久慈川通船許可。

矢吹村に半鐘できる。

大和久村市右衛門 ・明岡村茂平 ・三春町逸作の3名,塙 代官所より阿武隈
川の通船を許可される。

矢吹村の町割り。この年白河の馬市が春市 となる。

白河藩領内村々に海防費用賦課。
矢吹大福寺で寄付により般若経などを備える。

中畑と泉崎 との境界争い。

夜大地震あり土蔵の壁落る。

この年安政大地震あり。大福寺経堂建てる。「すべて心得覚控」かかれる。

矢吹村16戸28世 帯焼ける。

隈戸川洪水。水車小屋4軒 流される。

日米修好通商条約結ばれる。

オロシャ人が矢吹を通 る。

矢吹神社24両で神興をつくる。

増見村助郷免除願

白河藩主阿部正外外国奉行 となる。この年坂下門外の変起る。

大畑 ・神田 ・中野目の各村は幕府領浅川陣屋の支配下 となる。
水戸天狗騒動

東白川地方こんにゃく騒動。

白河藩主阿部正静棚倉へ移封。白河領は一時幕府領,後 二本松藩で管理。

矢吹 ・矢吹新田 ・中畑新田 ・柿之内 ・松倉 ・松倉新田 ・三城目 ・三城目新
田 ・明岡 ・明岡新田の各村は幕領小名浜陣屋の支配となる。大和久 ・須乗・
須乗新田の各村は塙陣屋支配。中畑 ・堤は中畑陣屋支配。大畑・神田・中野
目は幕府領浅川陣屋支配。

太政奉還
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寛 延

宝 暦

明 和

7

9

0

2

1

1

2

1

2

1

2

2

4

7

2

3

永

明

安

天

寛 政

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

8

9

01

月 日

4.

8

1

6.

4.23

2

1

12.

4.21

9.

4.3

10δ

10.

12.

3.

4

5.

11.

7.

7.

9.

4.

10.

ワ
一

6

3

1

1

1

事 項

幸福寺.を中畑新田に自伝法印が開基。

中畑新田に中畑村よリ八幡神社を勧請。

蒲生秀行が新田開発の条目を出す。開墾奉行岩瀬権太夫。

会津蒲生家麗絶 し矢吹の村々は白河藩領となり丹羽長重の支配となる。
関街遭(伊 王野～籔宿)を改めて奥州街道(芦野一白坂)を開 く。

矢吹新田村開かれる。

幕府が武家諸法度を政正 し参勤交代の期日を定める。

伊達政宗が江戸に上る途中,こ の日 「矢吹ヶ原」で慰みに鷹狩 りを行 う
(治家記録)。

慶安御触書。

柿之内村が高林村より分村。幕令により全国的に検地実施。

山王寺を大和久に建立。

慈眼寺が神田に慈眼大師により開基。

この年本多氏(白河藩)縄引の制 を始める。

白河領内惣百姓が本多領主の悪政に対 し訴願(207人 連名)。

矢吹神社御霊宮勧請。

松尾芭蕉矢吹に一泊。(「奥の細道」曾良随行日記)

中畑村縄引廃止。荒地開発に付訴頴。

幸福寺の地蔵尊が中畑新田に建てられる。

澄江寺の地蔵尊が三城 目に建てられる。

白河惣百姓一揆落着。土岐派罷免。一揆側犠牲者なし。

享保検地

大和久村外街道筋村々百姓が助郷の組脱退を要求 し徒党 ・直訴。頭取7日
間さらし過料,庄 屋閉門。この年11代将軍吉宗全国の人口調査命ずる。

享保大飢饅

この年白河藩作物不作。藩札発行のため物価騰貴。

根宿大火。36軒焼失。

白河馬市始まる。

日吉神社大和久に勤請。

須乗 ・須乗新田・大和久 ・神田 ・堤 ・中野目 ・大畑 ・中畑の各村々が越後
高田藩領 となる。この外の村々は従前のとおり白河藩領。
白河藩惣百姓代表庄屋が百姓の窮状を訴える。願書を持参 し江戸に越訴。

高田藩領樽原御条目。

住吉神社が堤に勧請。

八幡神社(中 畑)本殿造営。矢吹新田に地蔵尊に建てられる。

高田藩領縄引

住吉神社大畑に勧請。

高田藩が従党 ・強訴の禁札を掲げる。

安永の定め書。(白河藩)

松平定信白河藩主 となる。質素倹約令を出す。この年奥羽大飢値。白河藩は
摂津よリ米6950俵 を買い,飛領越後 より1万俵を陸送して領民を助ける。

この年諸国飢値。特 に奥羽甚 しい。
白河藩で子供5人 以上養育した者に手当を支給する令を出す。

この年奥羽飢謹。

白河町大火。町家の過半 を焼 く。

白河藩主松平定信幕府老中となる。米価高騰,各 地に打ちこわし起る。

松平定信将軍補佐役となる。

幕府5ヶ 年間倹約令を発する。

老中松平定信異学 を禁ずる。

米価下落のため囲米を奨励する。

浅川福貴作村に生活困窮のため愁訴起 る。

松平定信老中を辞す。

白川郡に暴動起る。

白河藩駒諾 を開き,青 物市場を設ける。
この年より白河藩領内の街道に松並木2305本を植える。

幕府外国船漂着の処置を諸大名に指令する。

浅川騒動起る。
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年 号
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明

応

文

正

文

治
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天
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2
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6

3

2
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亀

正

元

天

禄

長

文

慶

7

1

2

3

6

11
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17
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3

1

7
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月 日

5.

4.

4.13

8.3

7.23

7。4

7.

10.22
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3。

7.17

7.26

11.4

12.27

8.6

8.9

8

8.12

8.18

11.19

7.

事 項

石川中畠孫四郎が北朝方から出陣命令受ける。建武新政の一一時期結城白川
氏に与えられた中畠村は,ふ たたび石川…族の手に入る(川辺八幡文書)。

結城朝常 ・石川兼光 らが北畠顕信 らの軍 と安積郡佐々河で戦い,つ いで7
月田村庄柄久野原矢柄で戦 う(白lll文書,飯 野文書〉。

吉良貞家 ・板橋高光のために石川庄 ・千石 ・板橋両村 ・川辺八幡宮領下河
辺村 ・沢尻村など安堵の下文を請う。ついで尊氏これを安堵するr(板橋文書)

尊氏が板橋高光に石河庄千石村 ・板橋村 と八幡宮領下河辺村 ・急当村 ・沢
尻村など安堵する。(板橋文書)

長沼宗秀が石橋宗義に従い石河庄行方野に戦う。(皆川文書)

幕府が石川庄大畠村を河辺八幡社に寄進する。(石 河真砂集)
長沼淡路五郎 らが石河庄行方野(矢吹 ヶ原)に南党 と戦う。ついで幕府その
功 を賞す。(結城小峰文書 ・白川古事考)

本城舘供養石塔が三城 目に建てられる。

天王山供養石塔が中畑に建てられる。

この春足利満兼が弟満直 ・満貞を奥州笹lll稲村に遺わして,陸 奥出羽両国
をおさめさせる。(鎌倉大草紙 ・余目記録)

仙道の諸将が一揆を結ぷ。(結城文書写)

本城舘供養石塔が三城 目に建てられる。

宗砥が東遊して白河関に至 り百韻連歌を賦す。(白河紀行)

結城白河政朝が鹿島神社に一日1万句の連歌の会を催す。(結城文書 ・白河
風土記)

長徳寺柿之内に草創と伝える。

石川 ・岩瀬 ・萱名 ・伊達の四氏が岩城 ・白河両氏 と戦う。(塔寺八幡長帳)

中畠晴辰が白河晴綱に花見をすすめ桜ヶ岡(白河)で花見の宴を開く。この
年二階堂照行の軍が新城に侵入したのを白川氏の軍が撃退する。(野 史)

この年白川軍が新城を陥落させて須賀川に迫る。(野 史)

中畠晴辰が中畑に澄江寺を建立。

元亀年間(1570～72)須 乗村 ・三城目村が石川郡より白河郡に編入。

景政寺が三城目に開基中興,円 海和尚

佐竹義重が船尾山城に赤舘の替として滑津を宛行 う。(秋 田採集文書)

この年矢吹宿が開設される。

中畠晴辰が三城 目に舘 を構え三城目に澄江寺を建立。

中畠晴辰は泉崎の辺見伊賀守の居城を乗取る。

このころ矢吹薩摩守が須賀川城の城代となる。(陸奥国白河関物語)

白川義親が伊達政宗に服属する。(白 川文書)

石川昭光が伊達政宗に服属する。この日政宗これに誓詞を与える。。(石川文書)

伊達政宗が白川氏のことについての書状を出す。(景政寺文書)

豊臣秀吉が白河に着 く。翌日長沼に進む。(政 宗事蹟考記}

秀吉会津黒川城に入る。ついで石1『昭光 ・白川義親らの小田原不参を責め
領地を没収する。伊勢松坂の蒲生氏郷 を会津黒川城に移 し会津 ・白河 ・石
川・岩瀬 ・安積の諸郡を支配させる。矢吹の村々も会津領となる。

石川大和守昭光が豊臣秀吉より領地を没収され,の ち志田郡松山を経て伊
具郡角田に移住 し,家 臣矢吹袖ヶ舘主矢吹重兵衛 もこれに随って角田に移る。

秀吉が豊臣秀次に会津を宇喜多秀家に白河近傍を検地させ浅野長政に検地
以下の事柄を指示させる。(浅野家文書)領 主白lll義親は豊臣秀吉より領
地没収されたため宮城県栗原郡真坂村に住み伊達家の一・門に列す。その家
臣須乗物見舘主小針大和守頼広は畏間に下り中畑に住す。

白川義親が豊臣秀吉より領地を没収されたため,三 城目タカナシ舘主中畠
晴辰は牢人となり,旧 縁をたよって相馬方面に赴 く途中郡山附近の行合村
にて土民に襲われ殺された。

晴辰の弟晴時討死。 ㌔城目の墓地に中畠晴辰の五輪塔がある。このころ矢
吹宿に町割が行われた。

前年からこの年にかけて会津領は じめ奥羽諸郡に検地施行。

この年氏郷が領内を検地。(蒲生領高目録)

中畑新田村開かれる。(渡 辺家文書)

原宿の正福寺が中畑に開山。

会津城主蒲生秀行が領内の収納に関する17条を出す。
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9.

事 項

長重 ・常吉が矢吹大池南に三光稲荷大明神を勧請 したと伝 える。
陸奥国をして絹一疋 をもって砂金一両に代納させる。(小右記)

この年安倍頼時反す。陸奥守藤原登任らがこれを討つも勝てず源頼義を陸
奥守に任ヒてこれを迫討させる.前 九年の役(陸奥脂記)

この年石川頼遠 ・有光が源頼義に縦い奥州に下 り前九年役に戦 う。
(石川一千年史〉

源頼義 ・安倍頼時を妹す。(百練抄)

源頼義出羽の豪族清原武則の援を得て安倍貞任の弟宗任 を小松楊に破る。
(陸奥話記)

貞任が頼義のため敗れ衣川に逃れ厨川楊に拠る。

頼義が貞任を蘇し宗任を降す。前九年の役終る。(陸 臭話記)こ の年源義家
安倍貞任と松倉阿部 ヶ沢で戦い,こ れを破 り屍骸 を屠胴塚に葬る。(矢吹の
おいたち)康 平年中に矢吹の牛頭天王社(滝八幡)源義家凱陣の折,祠の屋根
を矢柄で葺いて建立。「矢葺」の地名起ると伝える。中畑の八幡神社 ・松倉
の近津神社勧請と伝える。

貞任討伐の論功行賞を行う。石Ill有光が源頼義より仙道7郡(石,ll・ 白III・
岩瀬 ・安積 ・田村 ・信夫・安達)与 えられ白河関を守 ると伝える.こ の年石川
有光白河郡藤田郷に住しその後石川泉庄に三芦城を築き入城(石lll一千年史)
矢吹の地域 も石川氏の支配下に入る。

この年清原家衡と清原真衡が争い後三年の役はしまる。(奥 羽後三年記)

源義家出羽国金沢棚を攻略 し清原武衡・家衡ら追討を報ヒ後三年の役終る。
(中右記)寛 治年間,明 新舘山に観音堂建立と伝える。

藤原清衡が陸奥岩井郡に中尊寺を建立(中尊寺経蔵文書)。 このころ白河か
ら外 ヶ浜まで一町ごと笠塔婆(一町仏)が建てられたと伝える。

御霊宮(村 岡小五郎忠通朝臣の霊)祀 られる。その後鎌倉権五郎景政.竹 貫
鎌田の城主 となり御霊宮を三城目の郷に移 し南台山に勧請 したといわれる。
この春,西 行法師旅立ち秋に白河関を越え平泉に赴く。

石川岩法寺に石川基光の五輪塔が建 てられる、

源義経が伊勢 ・美濃を経て奥州に下 る(吾妻鏡)。

源頼朝が奥州征伐のため鎌倉を出発(吾妻鏡)。

頼朝が諸将に奥州の所領宛行 う(吾妻鏡)。 結城朝光に白河を賜わると伝え
る(仙道表鑑)。

石川光盛が嫡子光安に坂地 ・手石・重沢・谷沢 ・都賀 ・河部 ・給当(三域目}
堤 ・廻谷9村 を譲る(赤坂文書)。 このころ矢吹の大部分の地域が石川氏の

支配下に入る。

景政寺仮名書供養石塔が三城目に建てられる(集古十種)。

寺内阿弥陀堂供養石塔が中畑に建てられる.

(弘長4年)明 新観音堂供蕃塔が明新に建てられる。

この秋一遍上人陸奥を巡る(白河風土記)

このころ踏瀬磨崖供養塔群(五 百羅漢)つ くられた。(泉崎村)

この年結城弥七左衛門尉祐広が白河城 を築 くと伝える(北条九代記)

永仁年間(1293～98)松 倉宝蔵院開基 という。

塚原供養石塔が中野目に建てられる。

行屋供養石塔が三城目に建てられる。

結城盛広が富沢・真角 ・葉太などの10ヵ村 と合せて大和久を所領としてい
た(結城文書)。

大畑供養石塔が大畑に建てられる。

本城舘供養石塔が三城目に建てられる。

景政寺供養養石塔が三城 目に建てられる。

堕奥国衙が和知次郎重秀に石河庄中畠郷 を与える(結城文書)。

結城親朝が石川光念と戦い河辺八幡社焼く。石,ll光念,白 河庄成田郷伊具
駿河入遭後家跡を寄進 し社殿再興させる(板橋文書)。

建武政府が大和久村を除く白河郡内結城盟広の遺領を結城宗広に与える
(結城文書)。

平鉢供養石塔が中畑に建てられる。

北畠親房が結城親朝に出兵 を命 じる(結城文書)。

北畠顕信が守永親王を奉 じたてこもった宇津峰城(須賀川)陥落。この戦に
結城顕朝から参障(白 川文書)
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西 暦
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年 号

神 亀1

5

天平神護2

神護景雲1

3

宝 亀

延 暦

3

4

5

1

1

8

1

10

16

21

24

弘 仁1

2

天 長

承 和

nδ

ハ0

1

3

PD

2

3

7

8

01

11

14

嘉 祥1

寿

観

慶

寿

仁

貞

元

万

3

nj

ρ0

1

?
鯉

月 日

3。25

4.11

11.7

7.19

3.13

4.7

7.17

9

10.20

7.20

12.27

5.3

7.3

5

5

31

2

Q
ぱ

ー

3

1

2

3

3

0

3

7

3

9

3

4

5

4

2

2

5

5

6

1

1

2

2

2

2

2

2

1

2

1

2

1

1

1

1

5

4

5

9

3

8

7

1

0

2

2

1

3

3

1

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1.8

11.4

2.22

5.13

7.13

事 項

陸奥国海道の蝦夷叛き大橡佐伯児屋麻呂を殺す。

白河軍団をおく。

磐城 ・宮城 ・2郡 の稲穀16400石 を貧民に給する。

宇多郡の吉弥侯部石麻呂に姓上毛野陸奥公を賜う。

白河郡の丈部子老標葉部の丈部賀例努 ら10人に姓阿倍陸奥臣安積部の丈部
直継足に阿部安積臣,信 夫郡の丈部大庭らに阿倍信夫臣,会 津郡の丈部庭
虫ら2人 に阿倍会津臣,磐 城郡の丈部山際に於保磐城臣,白 河部の靱大伴
部継人に靱大伴連,行 方郡の大伴部三田ら4人 に大伴行方連,磐 瀬郡の吉
弥侯郡人上に磐瀬朝臣,宇 多部の吉弥侯部文知に上毛野陸奥公,信 夫郡の
吉弥侯部足山守ら7人 に上毛野鍬山公,信 夫郡の吉弥侯部広国に下毛野静
戸公を賜う。

行方郡の下毛野公田主ら4人 に姓朝臣を賜う。

安積郡の丈部継守ら13人に姓阿部安積臣を賜 う。

白河郡伊波刀和氣神に封戸2を あてる。

白河神に封戸2を あてる。

行方郡に火災あり,穀 類25400石 を焼失する。

征夷の功により白河 ・桃生など郡神11社 を幣社とする。

安部信夫臣東麻呂らを運根進献により外従5位 下に叙す。

このころ,征 夷軍の別将丈部善理 ・進士高田道成 ・会津壮麻呂ら戦死する

磐城郡の丈部善理に外従5位 下 を贈る。
安積郡大領阿部安積臣継守を軍根進献により外従5位 下に叙す。

白川郡の大伴部足猪らに大伴白河連,行 方郡の大伴部兄人らに大伴行方連,
安積郡の丸子部古佐美 ・大田部山前 らに大伴安積連,岩 瀬郡の某に大伴宮
城連を賜う。

坂上田村麻呂が胆沢城 を築 く。ついで鎮守府 をここに移す。

陸奥国の海道諸郡の伝馬を停廃する。

陸奥国信夫郡以南の諸郡に国司鎮官根の運賃 を給する。

陸奥国海遭10駅 を停廃,長 有 ・高野2駅 をおく。

坂上田村麻呂死去(54歳)。

小倉公真弥麻呂ら17人に陸奥小倉連,柏 原公広足ら13人に椋椅連を賜う。

陸奥の国境より強牡の馬の出るを禁止する。

白lll・安積 ・行方郡国に兵士各10∞人をおく。

徳一死去(76歳)

磐城臣藤成を外従5位 下に叙す。

山階寺の知興が信夫郡に菩提寺を造建 し定額寺とする。

設置以来400年の白河 ・菊多関の勘過を長門国関に準ず。

陸奥出羽国境より夷俘の出ることを禁止する。

白河八溝黄金神に封戸2を あてる。

耶麻郡大領丈部人麿の戸に姓上毛野陸奥公を賜う。

磐城郡大領磐城臣雄公を功により借外従5位 下に叙す。

白河郡の都々古和気神 を従5位 下に叙す。

白河伊波止和気天神,会 津伊佐酒美神を従5位 下に叙す。

磐城郡大領磐城臣雄公を従5位 下に叙す。

白河郡の白姓柏造智成の戸に姓陸奥白河連を,安 積郡の百姓柏造子押麻呂
の戸に姓陸奥安達連を賜う。

磐城郡大領磐城臣雄公の戸口に24人,磐 城臣貞道の戸口10,磐 城臣弟成の
戸口4人 磐城臣秋生の戸ロ3人 に姓阿倍磐城臣を賜う。

安達郡の宇奈巳呂別神 を従5位 下に叙す。

磐瀬郡権大領丈部宗成らに功により特に職田を給する。

白河郡大領奈須赤竜,磐 瀬郡権大領丈部宗成磐城国擬少毅陸奥丈部臣継嶋
権主政丈部本成,信 夫郡擬主張大田部月麻呂,」ポ葉郡擬少領陸奥標葉臣高
生,伊 具郡麻統郷戸主磐城国擬主張陸奥臣善福らの戸に姓阿倍陸奥臣を賜
う。

慈覚大師が根宿に観音堂を建立したと伝える。(中畑)

陸奥国境か ら馬の出るのを禁止する。(三代実録)

このころ陸奥国に7軍 団あり。

陸奥国令を定む。(小 右記)

この年能因法師が奥州に旅する。
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鉢 内 遺 跡
(中畑〉

甲 三 ツ段 古 墳
(明新)

弘 法 山 古 墳
(三城 目)

清 水 塚 古 墳
(松倉)

舘ノ越横穴古墳群
(中畑)

久当山横穴古墳群
(三城 目)

沼 和久横 穴古墳
(明新)

行 馬 遺 跡
(中畑)

か に 沢 遺 跡
(中畑)

三 峯 森 遺 跡
(大和久)

下 荒 具 遺 跡
(中畑)

森 郭 遺 跡
(中畑)

国 神 遺 跡
(中畑)

寺 山 遺 跡
(松倉)

太 子 堂 遺 跡
(中畑)

町 は阿武隈 川流域 を中心 として栄 えたことが推測 される。

(昭和47年7月16日 ～20日発掘調査)

住居跡があったが工事によって破壊されてしまい出土品のみが残
っている。(土師器絹年第m型 式、

古墳3基 つ くられ る。

神田 から奉行塚 ・弘法 山にかけて,小 円墳約30基 がつくられる。

古墳 が三基つ くられる。

舘山山腹に横穴を掘リ墳墓とした。直刀と人骨3体 が発見され
ている.

久当山山腹にある横穴古墳で すて駕開口しているもの数基を数える。

阿武隈川西岸山腹にある。

角柱 の柱 穴のある住 居が 発見 された。(第V型 式)

(昭和46年3月20日 発掘 調査)

借宿廃 寺に使 用した瓦を製造 した窯跡 を中心 とする工人の住居など

発見 された。(第V型 式)(昭 和48年3月1日 ～30日 発掘 調査)

大和久を流れる隈戸川を見下ろす台地上に住居跡があった(第V型式)
(昭和45年5月7日 ～18日準堀調査)

白河軍団曜ご関係のある集落で 軍団の兵 り使用した下げ砥など発見
さ札 ほかに鉄を製造したたたら遺構などがあった(第W型 式)
(昭和48年3月1日 ～30日発掘調査)

古代 の「たち」と考えられるもので丘上 に数基の住 居跡 が集 落 をな し
た要 塞である。(第W型 式)(昭 和47年12月23日 ～30日 発掘 調査)

土製曲玉など祭祀に関係のある遺物が出土した遺跡である。その地名
からも地理的な点からも中畑地域,泉 川沿岸遺跡の中心的位置にあ
るものと考えられる遺跡である。

松倉地区の泉川沿岸遺跡で製鉄遺跡である。多くの墨書銘土器が
発見された(第粗型式)。(昭和45年12月15日 発掘調査)

工事によリ,壬申の墨書のある杯が発見された(第粗型式)。

この外土師器を伴 う遺跡 として,堰 ノ上遺跡,井 戸尻遺跡,
狐石遺跡,笹 目平遺跡,山 王遺跡(大 和久),新 池原遺跡(松倉),
芹沢遺跡,北 田遺跡,上 ノ原遺跡(柿之内),古 舘遺跡,本 域舘
遺跡,吉 作遺跡(三城目),岡 ノ内遺跡,城 代遺跡(神 田),屋 敷
耕地前遺跡,乙 江沢遺跡(明新〉などがある。

備 考

歴 史 年 表

西 暦

645

718

719

720

年 号

崇 神 朝
成 務 朝

応 神 朝

大 化1

養 老2

月 日

5.2

閏7.23

11.264

事 項

大彦 命 とその子武淳 川命の 両将軍 が会津 であ う。
阿尺 ・伊 久 ・染羽 ・浮田 ・信 夫 ・白河 ・石 背 ・石城 国造 を任 命。

菊田国造 ・岐閉国造が任命される。

この ころ道奥 国 をお く。

陸奥 国の石城 ・標葉 ・行方 ・宇太 ・亘理舐 ・常陸 国菊 多郡 を さい て石城国
をお く。 白河 ・石背 ・会津 ・安 積 ・信夫郡 をさ いて石背国 をお く。

石城 国に駅家10処 をお く。

陸奥 ・石城 ・石背3国 の調庸 租 を減 らす こ とをゆるす。

備 考

奈 良 時 代

一2一
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西 歴
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時代
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代
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時

代

主 要 遺 跡 生 活

人類 の艇生 は.今 か ら約200万 年 前に さかのぽ るといわれ,地 質 学上 の
第四紀 の洪積世 の初め とされ てい る。 この洪積世(約200万 年 ～1万 年前)
に属 し,打 製石 器 を使 用 していた時代 を旧石器 時代 と呼ん でい る。

陣 ヶ 岡 遺 跡
(三城 目)

阿武隈川の氾濫原に突き出た舌状台地上にあり,硬 質頁岩を
縦に長 く打ち欠いた石器16点が出土 した。成田型刃器とよばれ
るこれらの石器を用い,狩 猟 と自生植物の採集を生業としていた。

・踏謙 鍛 覆 鯉 繊 叢1、態 毛謝 … 化・

驚職 簸 翫姿罎 整儲 を知らず・狩猟軸 … 生

下 荒 具 遣 跡
(中畑)

松 房 池 上 遺 跡
(中畑)

渡 池 遺 跡
(中畑)

赤 沢 山 遺 跡
(大和久)

越 中 山 遺 跡
(中畑)

向 原 遺 跡
(松倉)

北 釜 遺 跡
(中畑)

柏 山 遺 跡
(中畑)

赤 沢 遺 跡
(大和久)

泉川の 南岸の 河岸段丘 にあり,並 行 沈線文 ・連続 突刺文 や,貝
殼 腹緑文 を もつ縄 文早期 中 ごろの土器 と石器 とが発 見され た。
(昭 和48年3月1日 ～30日 発掘 調査)
貝殼腹緑 文 は,ア カガイ類 の海産 の貝 を使 用 したもの と推 定 さ

れ,当 時 の文物 の交流 が知 られる。

前期 の土器 ・石器 がっ くられ る。

前 期の土器 ・石器 が出土 した。

(昭 和48年3月1日 ～30日 発掘調 査)

中期 の土器 ・石器 が出土 した。

後期 の土器 ・石器 が出土 した。

紀元前3世 紀の初めころか北九州地方に大陸文化の影響を受けて
,弥生式文化が誕生 した

。稲作 ・機 ・金属を伴う文化であり,東 北地方
へは紀元前1世 紀の初めころ伝わった。

一 本 木 遺 跡

(中畑新田)

赤 沢 山 遺 跡
(大和久)

愛 宕 下 遺 跡
(中畑)

カ ヤ マ 遺 跡
(中畑)

微高地から甕形土器1点 が発見された。

中期の土器が出土した。

中期の土器 と管玉 とが発見された。

塚

谷

4世 紀になると鉄器の普及,農 業技術の発達を背景として,各 地に

轡 龍駄気響纏 馨灘 欝 這荏濃 幸護 嵩
頭 にわた って多 くつ くられ た。

墳
ー目

古
野仲

原

墳
ー目

古
城に

中

鬼 穴 古 墳
(中畑)

前方後円墳であり,組 合石棺2基 が発見された。

阿武隈 川の氾 濫源 につ くられた古墳 であ,),全 長9.3mの 横 穴

式石室 を もち,周 辺 か らは埴 輪が発 見 され た。
(昭 和44年7月16日 ～20日 発掘 調査)

阿武隈 川の氾 濫原 を東下 にのぞむ丘陵上 にあり,全 長8.8mの
横 穴式石 室 をもち,墳 丘か らは埴輪 が発見 された。 古代の 矢吹

備 考
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